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はじめに

昭和７年（1932）11月に歴史教育研究会は『研究評論　歴史教育』第７巻第９号を臨時増刊号と

して刊行した。同書はそれまでの日本近代史学の展開に着目した特集号であり、「明治以後に於け

る歴史学の発達」という副題が添えられている。その具体的な内容は、明治以後～昭和初期におけ

る国史学・東洋史学・西洋史学の発達をそれぞれ回顧しながら、その後の発展を訴求したものであ

り、日本近代史学の成長過程そのものの整理として理解される。この歴史的成果を眼前にしなが

ら、我々が特に傾注すべきは、「今回歴史教育研究会に於て各方面の歴史学進歩の業績を総合し一

冊子に纏めて公にせられるといふことであるが、近来の美挙である。又古きを温ねて新しきを知り

更に将来の進歩を祝福する上からも喜ぶべきことである」1といった事解のもと、東京帝国大学教授

ならびに史料編纂掛事務主任（現在の史料編纂所長）などの要職を歴任し、のちに史学会の理事に

就任することとなる歴史学者三上参次（1865−1939）による巻頭言としての論説「史学発達今昔の

感」である。

その内容おいて、日本近代史学の展開ならびにその意義が、以下のような沿革として記されてい

る。

「明治維新以後に於ける歴史学全般の発達の跡を回顧すれば実に今昔の感に堪へないものがあ

る。江戸時代に於ても文運の開くるに随うて、林家の本朝通鑑や水戸の大日本史をはじめとし

１　三上参次「史学発達今昔の感」歴史教育研究会編『研究評論　歴史教育〈臨時増刊号─明治以後に於
ける歴史学の発達─〉』第７巻第９号（1932年）、４頁。
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て、多くの歴史の書物が編纂せられた。支那歴史に関する新たな著述は少なかつたが十八史略や

通鑑覧要等は勿論、資治通鑑、左伝、史記、漢書、後漢書などは相当多く読まれたものである。

歴史及び伝記に関する論文などもかなり沢山出てゐる。然るに維新のはじめ広く智識を世界に求

めらるゝといふ五ケ條御誓文の精神から出発して泰西の文物が大いなる潮の如き力を以つて入つ

て来た、その汐先きの猛勢には何物もたまらず、在来の文物は固陋なり迂遠なりとして斥けら

れ、欧米のもののみが舶来として歓迎せられた。歴史界に於てもまた然りであつた。明治五年学

制が発布せられて、国民教育普及の美はしき確としたる基礎はここに置かれた。けれども児童が

小学校に入つて始めて歴史を学ぶと云つても、その歴史は西洋歴史であつて、国史と支那史とは

顧みられなかった。（中略）明治十四年頃に小学校教則綱領が出来て国史が加へられ小学校教員

心得といふものも出来て、ここに始めて児童の学ぶべき歴史は即ち国史であることに定まり、国

家観念に基くところの教育の芽が萌へ出るやうになつた。（中略）中学校に於ける教育の有様も

亦小学校通りの主義であつて、一般にははじめから外国史を教へた。我輩の経験からいえばパー

レーの万国史の原書が教科書であつた。大部分の中学校は、蓋しパーレーの万国史を用ひたこ

とゝと思ふ。これは歴史に於てのみならず、小学中学を通じて多くの課目の教科書は米国教科書

の原書、若しくは翻訳摘訳のものであつた。我輩が中学を卒へて大学の予備門、即ち今の第一高

等学校に入るに及んで我々の学級からして始めて毎週一時間日本歴史が課せられて、新井白石の

読史余論を教科書とせられた。これは独逸語の教師グロート氏が国史尊重の事を当時の予備門長

杉浦重剛先生に建言せられたに基くのであつて、それは我輩が親しく杉浦先生から聞いたことで

ある。明治十六年の事であつたと思ふ。尤も我輩は小中学校では、此のやうに米国の児童である

かの如き教育を受けたのであるが、小学校よりの帰途に漢学の先生に就て日本外史や日本政記を

読んで居つたので多少国史の知識を有つてゐたのである。我輩は、それから帝国大学文学部に進

んでも、その頃はまだ国史学科はなかつたので我輩は和文学科に入学して、そこで国史、支那

史、西洋史などを聴講したものである。その後、国史科が和文学科から分派して置かれたのは明

治二十三年のことゝと記憶する。是より先、二十一年に内閣修史局の事業が帝国大学に移され、

臨時編年史編纂掛が置かれた。その修史事業に携はられる重野成齋先生を始めとし二三の先生

が、支那近世の考証学を喜ばれ、又当時英国に居られた末松謙澄博士に依頼してオツキスホード

大学（？）の歴史の教師ゼルフィー氏に就て歴史学の要領を聴取してもらつたところの講義録を

参考にせられて、我邦の歴史学の新機運が大に動き始めた。ちようど、その頃に独逸よりドクト

ル・リース氏が史学教師として帝国大学に招聘せられ、又坪井九馬三先生が新に帰朝せられて史

学を担当せられた、かくて教室に於ての史学の講義がその面目を新たにした外に歴史科の教授や

編年史編纂掛の諸先生や、学生達が相集って史学会を組織して史学雑誌を出すことになつた。我

輩も当時驥尾に附した一人である。この史学会の創立は明治二十二年の事であつた。是等の種々

の事が相合して原動力となつてこの後、国史学の進歩はもとより東洋史学科も、西洋史学科もお

ひ〻〻独立の学科となつて、頗る大なる速力を以て、その発達の途に上つた。就中、国史は上に

述べたところの修史局の事業が大学に移されて編年史編纂掛となり、史誌編纂掛となり史料編纂



幸田成友（1873−1954）の基礎的研究　─東京師範学校附属小学校在籍時を中心として─　　35

掛となり以て現在の史料編纂所となるに至つたが、そこでは絶えず日本全国からはもとより、広

く海外諸国からも日本関係の資料を蒐集して大日本史料といふ世界に類のなき性質の編纂もの及

び大日本古文書を出版する事となつたによつて、国史の研究は特に著しい進歩をした」2

この長きに及ぶ引用は、日本の近代教育の制度史的側面や自身の経験に鑑みながら近世から近代

にわたる日本史学史の展開を簡潔にまとめたものであり、史学史研究の泰斗に類される大久保利謙

による「明治考証史学は、江戸時代史学として一旦成熟した史料考証方法の伝統をうけたもので、

修史館史学として確立したものであるが、さらにリースによるドイツ史学の方法を接取して歴史の

学としての体裁を確立した。これは旧来の考証方法を歴史学の水準に昇格せしめたもので、これが

明治史学の骨格となった。そして、さらに大正の文化史を経て、日本の現代史学のよき意味の根底

となっているものである」3といった見解、あるいは、近年の位置づけに相当する「近代歴史学とし

ての日本史学は、明治維新とともに幕をあけた。その第一ステージでは、旧来の儒教的名分論的歴

史観、国学─神道的国体史観、漢学系─清朝考証史学、ヨーロッパ─文明史観、などの諸潮流が渦

巻いていたが、維新天皇政権は自己の正統性を裏づけるべく修史事業に着手し、曲折を経て、漢学

系─清朝考証史学がその主流となった。一八八八年（明治二一）、帝国大学に移された修史事業を

担当する漢学系史学者重野安繹、久米邦武、星野恒が帝国大学教授となり、前年招聘したドイツ近

代歴史学の祖ランケの弟子リースに学ぶことを通じて、文献考証・史料批判・年代記的政治史中心

という特色をもつ近代日本史学の祖型が創出された」4といった永原慶二の記載にも色濃く反映され

ており、換言すれば、三上の言説は日本史学史の展開を把握するうえでの規定的な役割を担ってお

り、なおかつ、それは妥当な位置づけとして踏襲され続けている5。

２　三上参次「史学発達今昔の感」歴史教育研究会編『研究評論　歴史教育〈臨時増刊号─明治以後に於
ける歴史学の発達─〉』第７巻第９号（1932年）、１～３頁。なお、引用文中の印字「（？）」は三上の記
述である。また、くの字点（ 　 ）については、二の字点（〻）にて対応した。以下、同様とする。

３　大久保利謙「明治史学成立の過程」『日本近代史学の成立　大久保利謙歴史著作集７』（吉川弘文館、
1988年）、89～90頁。なお、同論は同著「明治史学成立の過程」歴史学研究会編『歴史学研究』第105号

〈（1942年）、３～30頁〉に加筆、部分修正を施したものである。
４　永原慶二『20世紀日本の歴史学』（吉川弘文館、2003年）、309～310頁。
５　日本近代史学史研究の通史的把握に有用な基礎文献を以下に幾つか列挙しておく。

三浦周行「日本史学史概説」『日本史の研究　第二輯』（岩波書店、1928年）
清原貞雄『日本史学史』（中文館、1928年）
歴史教育研究会編『研究評論　歴史教育〈臨時増刊号─明治以後に於ける歴史学の発達─〉』第７巻第
９号（1932年）
黒板勝美「国史の編著」国史研究会編『岩波講座日本歴史』第10巻（岩波書店、1934年）
伊豆公夫（別名：赤木健介）『日本史学史』（白揚社、1936年）
川口白浦『日本国史学発達史』（健文社、1936年）
執筆者複数「特輯　国史の研究法」『歴史公論』第７巻第４号（雄山閣、1938年）
史学会編『本邦史学史論叢』上巻（冨山房、1939年）
史学会編『本邦史学史論叢』下巻（冨山房、1939年）

く
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大久保利謙『日本近代史学史』（白揚社、1940年）
歴史学研究会編「創立十周年記念特輯　近代歴史学」『歴史学研究』第105号（1942年）
辻善之助「思ひ出づるまゝ」「国民の歴史」研究会編『国民の歴史』第１巻第６・７・10号､ 第２巻２・
３・８・９号（1947～48年）
松島栄一「日本における歴史学の発達」松島栄一編『日本歴史講座　第１巻　歴史理論篇』（河出書房、
1952年）
歴史学研究会・日本史研究会編『日本歴史講座　第８巻　日本史学史』（東京大学出版会、1957年）
家永三郎『日本の近代史学』（日本評論社、1957年）
坂本太郎『日本の修史と史学』（至文堂、1958年）
執筆者複数「近代史学を作った人々（連載）」歴史教育研究所編『歴史教育研究』第10～13，15～18号、

（1958～1961年）
日本歴史学会編「〔座談会〕明治史学の回顧」『日本歴史』第127号（1959年）
大久保利謙「日本歴史の歴史」『日本文化研究』第４巻 (新潮社、（1959年）
岩井忠熊「日本近代史学の形成」『岩波講座　日本歴史22　別巻〔１〕』（岩波書店、1963年）
北山茂夫「日本近代史学の発展」『岩波講座　日本歴史22　別巻〔１〕』（岩波書店、1963年）
大久保利謙「総説編　Ⅱ史体論　３日本」大久保利謙・海老沢有道編『日本史学入門』（廣文社、1965
年）
松島栄一編『明治文学全集77　明治史論集（一）』（筑摩書房、1965年）
小沢栄一『近代日本史学史の研究─一九世紀日本啓蒙史学の研究（幕末編）─』（吉川弘文館、1966年）
大塚史学会編「特輯　日本近代史学史へのアプローチ」『史潮』第100号（1967年）
小沢栄一『近代日本史学史の研究─一九世紀日本啓蒙史学の研究（明治編）─』（吉川弘文館、1968年）
歴史教育研究会編「特集　日本近代における史学研究の発達」『歴史教育』第18巻第１号（1970年）
柴田三千雄「日本におけるヨーロッパ歴史学の受容」『岩波講座　世界歴史30　別巻』（岩波書店、1971
年）
伊豆公夫（別名：赤木健介）『新版　日本史学史』（校倉書房、1972年）
永原慶二／鹿野政直編著『日本の歴史家』（日本評論社、1976年）
松島栄一編『明治文学全集78　明治史論集（二）』（筑摩書房、1976年）
松島栄一「解題」松島栄一編『明治文学全集78　明治史論集（二）』（筑摩書房、1976年）
大久保利謙『大久保利謙歴史著作集　７　日本近代史学の成立』（吉川弘文館、1988年）
三上参次『明治時代の歴史学界─三上参次懐旧談─』（吉川弘文館、1991年）
三田史学会編「三田史学の百年を語る」『三田史学』第60巻第2･3号（1991年）
田中彰／宮地正人校注『日本近代思想大系13　歴史認識』（岩波書店、1991年）
遠山茂樹『遠山茂樹著作集　第８巻　日本近代史学史』（岩波書店、1992年）
関幸彦『ミカドの国の歴史学』（新人物往来社、1994年）。
大久保利謙『日本近代史学事始め─歴史家の回想─』(岩波書店、1996年）
今谷明等編『20世紀の歴史家たち（１）日本編上』(刀水書房、1997年）
岸本美緒責任編集『歴史学事典　第５巻　歴史家とその作品』（弘文堂、1997年）
樺山紘一責任編集『歴史学事典　第６巻　歴史学の方法』（弘文堂、1998年）
今谷明等編『20世紀の歴史家たち（２）日本編下』（刀水書房、1999年）
佐藤能丸「日本近代史学史における早稲田大学日本史学─明治期を中心に─」早稲田大学史資料セン
ター編『早稲田大学史記要』第33巻（2001年）
永原慶二『20世紀日本の歴史学』（吉川弘文館、2003年）
東京大学史料編纂所編『歴史学と史料研究』（山川出版社、2003年）
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ここで、我々が留意しなければならないのは、先に紹介した三上の理解はあくまでも三上の主観

によるものであるといった点と、その主観を組成する要素、つまりは、三上の理解するところの

個々の出来事、個々の研究者、個々の研究成果に関する正誤6、さらには、それら個々の要素の内実

そのものについてであり、それらを念頭に置きながら三上の総括と向き合う必要があるということ

である。その場合に、筆者の提起する妥当な分析視角は、上記の個々に対する実証的な個別研究を

行い、それらの蓄積に基づきながら体系的な把握に務め、それを基準としながら三上の言説と今一

度対峙するといった方法であり、それは必然的に三上の、あるいは、それ以降の日本近代史学史研

究者の認識に対して適宜な修正7を施すこととなり、さらには、現代における正確な日本近代史学

の展開過程の提示を促すこととなる。

では、具体的に何を分析対象とすべきなのだろうか。その場合に以下に列挙する人名に注目して

もらいたい。原勝郎（1871−1924）・内田銀蔵（1872−1919）・瀬川秀雄（1873−1969）・黒板勝美

（1874−1946）・喜田貞吉（1871−1939）・桑原隲蔵（1871−1931）、そして、幸田成友（1873−

1954）。彼らは、総じて、三上が言うところの明治初期という時代環境に生を受けた「児童」であ

執筆者複数「歴史学と歴史教育─20世紀から21世紀へ」歴史科学協議会編『歴史評論』第645号（2004
年）
佐藤正幸『歴史認識の時空』（知泉書館、2004年）
今谷明等編『20世紀の歴史家たち（5）日本編続』（刀水書房、2006年）
土肥恒之『西洋史学の先駆者たち』（中央公論社、2012年）
なお、上記以外にも数多くの有益な成果があるが、それらは、松島栄一編『明治文学全集78　明治史
論集（二）』（筑摩書房、1976年）に所収された「年譜」・「参考文献」（佐藤能丸／阿部恒久編）ならび
に「明治史学年表」（松島栄一編）、永原慶二『20世紀日本の歴史学』（吉川弘文館、2003年）に所収さ
れた「近現代日本史学史年表」（今井修編）にほぼ網羅されている。筆者の整理はあくまでも基礎文献
の提示に力点を置いたものである。

６　「明治期における西洋の史学論、研究法の導入はリースによって始まり坪井九馬三によって完成し
た。しかし、その先駆として東京専門学校「政学部講義録（二）に収録されている坪内雄蔵（政学得業
士利光孫太郎編輯）の西洋の「上古史」の巻首の簡単な史学概説がある」〈大久保利謙「明治時代にお
ける歴史理論の展開」『日本近代史学の成立　大久保利謙歴史著作集７』（吉川弘文館、1988年）、103
頁〉という指摘のように、三上の事解についての適宜な修正・補完が日本近代史学史の正確な理解を
我々にもたらすこととなる。

７　たとえば、リースについての理解は、特に議論されるべき問題であるといえる。従来から、ランケ
→リース→日本近代史学の発展といった系統が常識化されているが、メールによる「リースの日本の
史学に与えた影響はしばしば述べられるが、リースの学風と授業の内容に及ぶ研究は、ほとんどない
と言えよう」〈マーガレット・メール「明治国家と日本近代史学の成立─現東京大学史料編纂所をめぐ
って─」伊藤隆編『日本近代史の再構築』（山川出版社、1993年）、143頁〉という指摘に鑑みれば、ま
だまだ分析を深化させる必要がある。その際、西川洋一の成果〈西川洋一「ベルリン国立図書館所蔵
ルートヴィヒ・リース書簡について」国家学会編『国家学会雑誌』第115巻第３・４号（2002年、179～
223頁）、早島瑛の成果〈早島瑛「近代ドイツ大学史におけるルートヴィッヒ・リース」関西学院大学商
学研究会編『商学論究』第50巻第１・２号（2002年、565～592頁）など、ドイツ時代のリースについて
着目した論説なども参考とする必要がある。
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り、近代日本の教育史の展開過程や「歴史学の新機運」8の空間に身を置きながら、明治29年（1896）

に帝国大学文科大学を卒業し、その後、国史・東洋史・西洋史を内包する歴史学の「進歩」や「発

達」の「原動力」となった人々である。今日のところ、彼らの学術的成果やその影響力は、多岐に

わたる専門領域において既知されるものであるが、彼らそれぞれが三上の理解するところの時勢下

においてどのような知識を受容し、そこで何を考え、何を指針としながら、将来の「進歩」へと還

元しうる活動を行ったのか、さらには、受容する力そのものを醸成した幼少時以降の知的影響は何

であったのか、といった点については詳述されることなく、簡潔化された略伝として紹介され続け

てきた傾向がある9。この事実に鑑みれば、この明治29年卒業組に着目し、個々の研究者についての

個別研究を進展させることは、三上の言説を組成する様々な歴史的経緯に対して正確な理解を寄せ

るのみならず、現代へと敷衍され続ける三上の言説の正誤を問うことへとつながる。

この分析視角に基づきながら、筆者が分析対象とするのは、この明治29年卒業組の歴史学者であ

る幸田成友（こうだ・しげとも）である。その略歴については次章にゆずるが、幸いにして、彼に

関しては『幸田成友著作集』（中央公論社、1971〜1974年）が刊行（全７巻・別巻１巻）されるな

ど、その人となりについて検討を加えうる史料が多く残存しているのみならず、幼少時から帝国大

学文科大学を卒業するまでの修学過程を詳述した回顧録『凡人の半生』（共立書房、1948年）や、

『千代田』第７号（1951年）に所収された簡略な自伝的論説「姉と妹と自分」が残されている。こ

うした研究環境の恩恵を蒙りながら、筆者は、幸田成友という「児童」が「歴史学の新機運」をど

のような受容力でもって内在化し、その後の歴史学の「進歩」や「発達」の「原動力」に寄与する

こととなる成果を世に送り出したのか、という課題を主題として設定する。ただし、本稿のみによ

りその全貌を明瞭化するには紙幅の都合上無理があるため、細分化に基づく段階的な手順により検

討を進めなければならない。したがって、本稿においては、小学生時代に相当する「東京師範学校

附属小学校」在籍時（1878.2～1885.7）の幸田に焦点を当てて論旨を展開してゆくこととなる。そ

の場合に、筆者の関心はのちに歴史学者となる幸田にとっての知的刺激に求められることとなり、

それらを時系列として逐一整理してゆくことにより、この時期に醸成された歴史研究に関する感性

が明らかにされることとなる。さら付言するならば、同様の検討を、東京府中学校在籍時（後に退

学）、共立学校ならびに順天求合社での修学時、第一高等中学校在籍時、帝国大学文科大学在籍時、

同大学大学院在籍時、と順次に進めてゆくことにより、歴史学者幸田成友の修学過程の全容が明ら

かとなり、さらには、明治29年の卒業生達についてもゆくゆくは同様の手法により分析を進めたう

８　佐藤正幸の「歴史研究に関する限り、日本の歴史家たちは、その学問の中心が中国からヨーロッパ
に移ったけれども、皆進取の気性に富み、最新の学問を求めるというメンタリティーは不変であり続
けている。そして、この進取の気性が、日本発のオリジナルな歴史理論の誕生を遅らせているのでは
ないだろうか」〈佐藤正幸『歴史認識の時空』（知泉書館、2004年）、399頁〉という指摘は、三上の言説
との関連下において大いに参考にすべきである。

９　永原慶二／鹿野政直編著『日本の歴史家』（日本評論社、1976年）、永原慶二『20世紀日本の歴史学』
（吉川弘文館、2003年）、今谷明等編『20世紀の歴史家たち　（１）日本編上』（刀水書房、1997年）、同
編『同　（２）日本編下』（同、1999年）、同編『同　（３）日本編続』（同、2006年）、を列挙しうる。
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えで、世代的な特質が総合化され、ひいては、三上が言うところの「歴史学の新機運」ならびに

「進歩」や「発達」の過程についての真実が“新たな日本近代史学の展開”として提示されること

となるだろう。この大枠としての見通しを念頭に置けば、本稿はその一里塚としての役割を担うこ

ととなる。

なお、三上が記しているように、日本近代史学の展開が国家の誘導による日本の教育事情の変質

と大きく関与しているのと同様に、幸田の修学過程も教育制度の変遷下にあることを念頭に置けば、

本質的には歴史学研究の視座からの分析を重要視しながらも、時代背景の一つに相当する日本の教

育史の展開についても配慮がなされなければならない。したがって、教育制度史研究における成果

に基づいた事実確認を行いながら、幸田本人についての分析が進められることとなる。この論旨展

開は、教育制度の編制過程あるいはその影響下における教員の対応、あるいは選定された教科書に

ついての位置づけとは別途に、実際に教育を受けた側、すなわち「児童」の立場から描写された日

本の近代教育の一側面の提示、といった成果へも連動する可能性があることを付記しておきたい。

第１章　幸田成友の略歴とその評価

前述した分析視角に基づきながら論旨を展開していくうえで、予備知識として幸田成友の人物像

を把握しておかなければならない。本章では、『幸田成友著作集　別巻』（中央公論社、1974年）に

所収された太田臨一郎の労作「幸田成友著作目録」10を主に参考としながら、その略歴を紹介し、

歴史学者幸田成友の学術的成果、ならびにそれら全般に関する評価について触れてゆく。なお、本

章において未紹介の事蹟などについては、論文末に【附録１　幸田成友略年表】や【附録２　幸田

成友の研究成果一覧】を付記してあるのでそちらも参照されたい。また、付言すれば、本格的な論

説とは言い難いものの、太田と同様の簡易な略歴をまとめた成果は幸田没後の追悼録や『国史大辞

典』などを代表例として幾つか散見される。それらを含む先行の成果についても【附録３　先行研

究─幸田成友の略歴─】11として整理したので、今後の参考としてもらいたい。

幸田成友（1873−1954）は明治６年（1873）３月９日に東京神田区山本町において誕生した。父

は幸田成延（しげのぶ）、母は幸田猷（いう）である。幸田家はもともと旧幕臣であり、200年来江

10　太田臨一郎「幸田成友著作目録」幸田成友『幸田成友著作集　別巻』（中央公論社、1974年）、407～
454頁。

11　【附録３　先行研究─幸田成友の略歴─】に拠りながら、幸田成友について触れた論説それぞれの特
色を示すと、吉田論説（No.１・２・５）は幸田を良く知る研究者による評伝的成果であり、それは太
田論説（No.９）や増田論説（No.７）も同様である。この太田・増田両者の成果がそれぞれ一般化に資
する媒体を通じて公表されている点は重要である。また、慶應義塾の史学科の展開における幸田の役
割を紹介した林論説（No.11）や、一橋大学に寄贈された幸田の蔵書（幸田文庫）の分析を行った高橋
論説（No.18）、さらには、短い内容量とはいえ、幸田の研究成果の基盤となった諸影響に着目した西
垣論説（No.15）は、やや本格的な幸田成友研究として評価してよいだろう。なお、管見の限りではあ
るが、幸田のヨーロッパ留学に焦点を合わせながらイギリスの歴史学者C.R.Boxerとの関係性を明瞭化
し、幸田の翻訳による『日本大王国志』刊行の史的意義を明らかにした拙稿（No.20）が、おそらくは
本格的な幸田成友研究の嚆矢に該当する。
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戸にて大名や役人の世話をする表坊主を生業としていた。ただし、「父は明治になつてから、殊に

祖父が歿つてから、何といふ職業に就き、何うして一家を維持したか。自分が物心のついた頃、父

は大蔵省の下級属官であつた」12と回顧しているところからすれば、維新前は表坊主を生業とする

幕臣、維新後は大蔵下級官僚が父の職業履歴であると考えられる。

この父成延と母猷の間に誕生した子供たちは幸田を含めて８人いるが、非常に興味深い兄弟なの

で、全員について触れておきたい。長男はのちに鐘紡・富士紡の役員となった成常（しげつね）、

次男は郡司家を継いだのち千島探検により名を馳せた成忠（しげただ）、幸田の生前に夭折した三

男をはさみ、近代文学おける巨星である幸田露伴その人である四男の成行（しげゆき）、日本初の

音楽留学生にして東京音楽大学教授となったヴァイオリニストの長女延（のぶ）、歴史学者にして

本稿の分析対象である成友、東京芸術大学教授となったヴァイオリニストの次女幸（こう）、25歳

で夭折した六男修造13、の以上である。なお、これら兄弟それぞれと幸田との交流については『凡

人の半生』などにまま記されており、“幸田家”といったテーマからすれば、興味をひかれるとこ

ろである。

この家庭環境において成長した幸田は、明治11年（1878）２月に「東京師範学校附属小学校」に

入学し、制度化された近代教育の場に身を置くこととなる。明治18年（1885）７月に同校を卒業す

ると、同年９月に「東京府中学校」に入学するが、明治18年（1885）12月22日の内閣制度の創設に

より数多くの官吏が罷免されることとなり、その余波が幸田家を襲う。それは、大蔵省下級属官で

あった父の非職である。この非職とは、月俸を三分の一とする三年を期限とし、その期限が尽きれ

ば自然廃官となる、といった処遇であった。この出来事は幸田家にとって経済的な逼迫をもたら

し、幸田は明治19年（1886）に「東京府中学校」の退学を余議なくされることとなる。ただし、家

族の激励や兄達の支援により修学は継続され、同年に「共立学校」にて英学を、同じく「順天求合

社」にて数学を受験用に学び、浪人生活を経たのちの明治21年（1888）９月に予備門に相当する

「第一高等中学校（のちの第一高等学校）」に入学し、予科、本科（文科）における修学期間を経た

うえで明治26年（1893）７月に同校を卒業すると、２ヶ月後の９月に「帝国大学文科大学史学科」

に入学する。この史学科は、西洋史に関する専門教育を行う学科であり、幸田はここで箕作元八・

坪井九馬三・リースらの指導を受ける。ここで銘肝すべきは、

「英語英文に親しむこと右の如くなるを見て、二三の友人は自分が一高卒業後大学の英文学科

に入るものと信じたらしい。然し自分は最初から歴史を勉強する積であつた。但し何時からと

12　幸田成友『凡人の半生』集７、30頁。なお、『凡人の半生』は共立書房より1948年に刊行されており、
本来ならば同書の掲載頁を記すべきである。しかし、今後の幸田成友研究の広汎な発展を期すれば、
比較的に入手しやすい『幸田成友著作集　第７』所収版の掲載頁を記すほうが利便性の点からすれば有
益であると判断される。したがって、以降、『凡人の半生』の引用についてはあえて“幸田成友『凡人
の半生』集７、～頁”と記載させてもらう。この方針は同じく『著作集』に所収された論説「姉と妹と
自分」の引用についても同様である。

13　吉田小五郎「幸田先生のこと」幸田成友『日本大王国志』（平凡社、1967年）、303頁。
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か、また何に影響せられてその志を抱いたかと問はれると、甚だ返答に窮する。小学時代細川潤

次郎先生の『古今袖鏡』を読んだためか、『日本外史』や『政記』を読んだためか、共立で辰巳

小次郎先生、一高で長澤市蔵先生の西洋歴史の講義を聴いたためか、答へ難い。それから日本に

ゐて勉強を研究するなら、日本歴史を研究するのが、材料も得易く成績も挙げ易い。大学で国史

科に入らずに史学科を選んだのは、何の為かと問はるれば、これは返事が出来る。従来の日本歴

史は研究法も著述法もすべて支那を手本としてゐる。欧洲の新しい研究法によつて、これを補ふ

所は無いか、出来ることなら一度は欧洲に留学して、史科の保管及び使用の実際を目撃したいと

いふ野心を抱いてゐたから」14

という同校への進学理由であり、この経緯をより具体的に明瞭化することが本稿の課題に位置して

いることは、いうまでもないだろう。

明治29年（1896）７月に同大学を卒業後に大学院に進学（研究テーマは「大古伝説の比較研究」）

したのちには、明治34年（1901）５月に大阪市史編纂主任に就任し、『大阪市史』刊行事業に長期

にわたり参加する。なお、補足すれば、大阪に対する呼称表現“天下の台所”はこの成果を通じて

一般化された幸田の造語である15。その後、明治42年（1909）４月～同44年（1911）５月までの間、

京都帝国大学文科大学講師を嘱託として務め、明治43年（1910）９月には帰京して慶應義塾大学の

教員に就任し、国史・徳川時代史等の講義を担当しながら自身の研究を進展させ、主著の一つであ

る『日本経済史研究』（大岡山書店、1928年）を刊行する。なお、昭和３年～同４年（1928～29）

の間には文部省在外研究生としてオランダのハーグを拠点とするヨーロッパ留学を行っている。帰

朝後の昭和５年（1930）７月に『日本経済史研究』を基礎とした「武家金融に関する研究」により

慶應義塾大学から博士（文学）の学位を授与されたのち、昭和15年（1940）４月に同大学教授に就

任し、文学部史学科の中心として教育に携わり、対外交流関連史料の紹介を重点化した『日欧通交

史』（岩波書店、1942年）を刊行する。なお、昭和15年（1940）４月より慶應義塾大学経済学部に

て日本経済史の講義も担当している。こうした同大学における職務と並行して、大正11年６月～昭

和14年５月（1922～39）の間には東京商科大学の助教授・教授職、および退官後の講師も兼務し

ており、日本経済史の講座を担当した。この日本経済史や日欧通交史の研究を進展させた経緯との

関連として、「『市史』編纂事業が、端緒となつて、自分の後半生の研究題目を示唆誘導し、先づ江

戸時代の日本経済史、次に日欧通交史の研究に自分を没頭せしめたのである」16といった幸田の回

顧は、専門領域の広汎化の契機を示唆する文言として重要である。

その他に、大正７年６月～同11年５月（1918～22）の間17には、宮内省臨時帝室編修官として

14　幸田成友『凡人の半生』集７、70頁。
15　野高宏之「「天下の台所」と「大大阪」」大阪市史編纂所編『大阪の歴史』第70号（2007年）、65～68頁。
16　幸田成友「姉と妹と自分」集７、120～121頁。
17　幸田は大正11年（1922）５月に宮内省臨時帝室編修官を辞職しているが、その事情は古典籍に明る

い書家三村清三郎〈号竹清、（1876〜1953）〉の日記『不秋草堂日暦』に記されている。その内容を示す
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『明治天皇紀』、昭和７年～同10年（1932～35）の間には編纂主査として『渋沢栄一伝記資料』編

纂事業にそれぞれ参加するなど、多岐にわたる仕事に携わりながら、慶應義塾大学を昭和19年

（1944）３月に退職し、その後も、日欧通交史・書誌学といった専門分野を中心に精力的な研究・

教育活動を行い、戦後には慶應義塾大学通信学部のテキスト『書誌学』（慶應通信、1948～49年）

を刊行している。この成果との関連として、「慶応義塾大学文学部は昭和16年度にそれまでどこの

大学でも開いていなかった書誌学の講座を設けて史学科の幸田成友教授が講義を担当した」18と指

摘されているところからすると、幸田成友の関与は大学における図書館司書課程の編制における嚆

矢的役割を果たしていたこととなる。以上の業績を残した幸田は、回顧録に相当する史料『凡人の

半生』（共立書房、1948年）ならびに「姉と妹と自分」〈千代田銀行親交会編『千代田』第７号（1951

年）所収〉を残した後、昭和29年（1954）５月15日にその生涯を閉じた（享年81歳）。

以上の略歴をさらに簡略化して幸田の人となりを示すとするならば、東京を拠点として修学しな

がら帝国大学文科大学史学科にて西洋史などの知見を受容し、その影響下に、『大阪市史』といっ

た都市史研究、『日本経済史研究』といった日本経済史研究、『日欧通交史』に代表される日欧通交

史研究、『書誌学』に顕著な書誌学研究、現在でいうところの図書館情報学研究をそれぞれ高度な

水準にまで進展化させた歴史学者といった理解が適宜である。それ以外の業績にも目を向ければ、

時代相の記録としての役割をも担う回顧録『凡人の半生』の執筆や、『大鹽平八郎』などの紀伝の

執筆、また、日本古典である『古事記』の校訂作業、フランソア・カロン原著『日本大王国志』の

翻訳、さらには、日本歴史・東洋史・西洋史・外国地理などの教科書編纂に携わるなど、歴史研究

を基礎とした成果が認められ、専門性の広汎さは、【附録２　幸田成友の研究成果一覧】の整理に

一目瞭然である。

こうした幅広い専門性をもつ歴史学者としての位置づけを前提としながらも、我々が留意しなけ

ればならないのは、これら歴史研究を行うための基本的な分析態度、換言すれば“歴史研究法”に

ついてのまとまった単著が残されていない、といった特徴である。この問題については、

①「「歴史家は須らく原
オリジナル

本に還れ」と現在口癖にいひながら、当時自分自身が原本に還らなかつ

たことは面目ない次第だ」19

同年５月９日の記事を以下に掲載しておく。「食事すむ時　幸田成友君来　秘といふ印のある書類を写
して役所之引出へ入れ置きしが見つかりて副総裁［明治天皇御

伝記編纂 ］　藤波言忠ニ呼つけられ［五月
一日］　あたまから

貴様呼ばゝりにて辞職を強要せられ　それも病気といふ名目にてとう〻〻今日免官となりし   若し新
聞屋でも聞きに来られるとつい言過きるかもしれぬ故　逃けてきたとのこと也　宮内省のものには女
のやうなる人間ありて　官を売ることなと平気な奴も居るへし　されと幸田君之書婬　此災を招きた
るなるへしといときの毒におもふ」〈三村竹清日記研究会校訂・編集「三村竹清『三村竹清日記   不秋
草堂日暦（十四）』早稲田大学坪内博士記念演劇博物館編『演劇研究』第29号（2005年）、242頁〉。

18　太田臨一郎「幸田成友の書誌学」日本索引家協会編『書誌索引展望』第４巻第１号（1980年）、10頁。
19　幸田成友「嘘か実か」『苦楽』第２巻第４号（苦楽社、1947年）〈集７、484～485頁〉。
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②「凡そ歴史家は過去の事実の真相を研究し、その研究の結果を記述する。記述が肯定的であつ

ても、否定的であつても、亦時には疑問的であつても、彼は常に真実と信じた所を語る。研究が

不十分で後の学者から誤謬を指摘せられることがあるとしても、最初彼が語つた時は、飽くまで

それを真実と信じてゐたのである。歴史家ほど正直なものはない。重野博士は兒島高徳の存在を

疑ひ、正直に自己の意見を発表したに過ぎない。自分は歴史家と言はれる程のものではない。然

し歴史を学ぶ上は力めて真実を語りたいと平素覚悟してゐる」20

③「歴史を学ぶ我々は、史実を正当に解釈するを以て任務とし、誤解や曲解に陥らぬやう常に注

意してゐるが、思掛けぬ方面から、而も社会に高い位置を占めて居られる方々から、往〻史実の

誤解や曲解を聞くは堪え難いことである」21

④「古い西洋の史料に出てゐる大阪についての記事は、私の知つてゐる限り大体こんなもので

す。日本の史料に無い事実、また日本の史料を補ふに足る事実も多少あるやうに存じます。広く

「知識を世界に求め」で、日本のことを調べるにも、時と場合とによつては西洋の本まで見る必

要があるといふことを御了解下さるれば幸であります」22

⑤「書物出版の第一義は他人に読んでもらひたいといふ著者の希望に基づく」23

⑥「明治以前と明治以後とは画然分離されたやうに見える。一切の文物悉く新に西洋から輸入さ

れたやうに見える。大部分においてそれは事実であらうが、一切において然りといふ議論は立た

ない。明治史を研究する者は、問題の何たるを問はず、須らく明治以前との連絡如何に注意すべ

きであらう」24

と列挙される幸田本人のコメント①～⑥を醸成させた経緯の明瞭化を通じてなんらかの位置づけを

提起することが要求される。

その際、「レオポールド＝フォン＝ランケの直門であるルードウィッヒ＝リースに帝国大学にお

いて教えをうけた実証主義史学はその研究態度の骨髄で、無責任な孫引きを排し、「原典（オリジ

ナル）にかえれ」をモットーとして史料を博捜追求した」25、または、「ランケの門下であるリース

20　幸田成友「嘘か実か」『苦楽』第２巻第４号（苦楽社、1947年）〈集７、481頁〉。
21　幸田成友「史実の誤解と曲解」歴史文化研究会編『歴史』第16巻第１号（1941年）〈集７、453頁〉。
22　幸田成友「西洋の古い資料に見えた大阪」社会経済史学会編『社会経済史学』第６巻第９号（1936年）
〈集４、409頁〉。

23　幸田成友「書物の話」一橋大学新聞部編『一橋新聞』第128号［昭和６年（1931年）２月９日］〈集７、
324頁〉。

24　幸田成友「続福澤全集第一巻を読む」慶應義塾大学編『三田評論』第432号（1933年）〈集７、308頁〉。
25　太田臨一郎「幸田成友」国史大辞典編集委員会編『国史大辞典』第５巻（吉川弘文館、1984年）、436頁。
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講師から厳しく実証史学を叩き込まれた先生は、学生に繰返していわれたのは、研究に当たっては

孫引してはいけない、原典に就け、オリヂナルに返えれ。研究が纏ったら口にするなり、筆にする

なりして世に伝えるのが学者の務である。その際、できるだけ口語に近い言葉で述べよ。と教えら

れた」26、あるいは、「帝国大学文科史学科で、近代歴史学の祖といわれるランケの流れをくむルー

ドウィッヒ・リースからヨーロッパ実証史学の真髄を学んだという事情もあって、博士の歴史学

は、先入主や理論的要請をもって史実にのぞむのではなく、あくまでも原史料をして語らしめる徹

底した実証史学の先駆的なものであった」27、さらには、「田中さん（─筆者注：慶應義塾大学にお

ける同僚の田中萃一郎）は慶應ではリースを一番よく理解した弟子だといわれていますが、幸田成

友は東大でのリースの最大の弟子だったと私は思います。（中略）とにかく学問の内容だけでなく、

研究や教育の態度までリースから一番よく学んだのだと思うのです」28といった、幸田と直接接し

た同僚や門下生による記録を念頭に置くことも必要であり、これらを検討対象に含めながら、先述

の箕作・坪井・リースといった帝国大学文科大学のスタッフそれぞれが提示した歴史研究法との関

連29を明らかにしなければならない。

この課題は本稿のみにより解決化されるわけではないが、最も重要な解決の鍵として、『幸田成

友著作集』全７巻に未収録の論説であり、関西文庫協会編『東壁』第３号（1901年）に所収された

「史料の捜査及蒐集」についての検討が“幸田成友の歴史研究法”の研究水準を引き上げることと

なり、本稿が取り組む課題との関連下にその意義が問われることとなるだろう、といった見通しを

現時点において仮説として提示しておきたい。

第２章　小学生時代の知的素養─明治11年（1878）２月～明治18年（1885）７月─

小学生時代、すなわち「東京師範学校附属小学校」在学期間に、幸田がどのような知的刺激と接

26　太田臨一郎「解説」『日本書誌学大系　７　書誌学の話』（青裳堂、1979年）、320頁。
27　増田四郎「幸田成友」永原慶二・鹿野政直編著『日本の歴史家』（日本評論社、1976年）、195頁。
28　林基「三田の国史学と幸田成友」三田史学会編『史学』第60巻第２・３号（1991年）、27〜29頁。
29　近年の位置づけとしては、「「凡人の半生」で彼がうけた史学科での講義として挙げているのは、坪

井九馬三による一八一五年のウィーン会議、スイス独立史、天正少年遣欧使節、それにリース
（Ludwig Riess）不在中の代講としてベルンハイムの「史学研究法及び歴史哲学教科書」の購読、箕作
元八の宗教改革史、それにリースの世界史、一八五一年～七一年のドイツ近世史、伊達政宗のローマ
教皇宛のラテン語文書の購読であった。このほかに黒川真頼の古事記、栗田寛の古語拾遺、星野恒の
日本書紀の講義、田中義成の安土桃山時代史、三上参次の徳川時代史、講義題目は不明だが東洋史の
島田重礼、竹添進一の講義を受講している。これらの講義のなかで成友が筆を費やしているのはリー
スである。また田中義成には彼が心血をそそいだ『大阪市史』の扉の文字を書いてもらっているのは、
単にその書の巧みさだけによるものではなかったと思われる。彼が大きな影響をうけたリースはお雇
い外国人の一人で、二十六歳の一八八七（明治二十）年から一九〇二（明治35）年まで在日し、日本の
近代歴史学の基礎を作るのに貢献した人物であった」〈西垣晴次「幸田成友」今谷明等編『20世紀の歴
史家たち　（１）日本編上』（刀水書房、1997年）、84～85頁〉、ならびに、「大学では史学方法論の坪井
九馬三（一八五八−一九三六）やL・リースのきびしい薫陶のもとに実証主義史学の方法と技能を身に
つけた」〈永原慶二『20世紀日本の歴史学』（吉川弘文館、2003年）、75頁〉が列挙される。
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してきたのか、を時系列として整理し、歴史研究に関する感性へと内在化されていった可能性を持

つ知的素養について検討を加えることが本稿の課題であることは前述したが、その前提として、前

章において紹介した「帝国大学文科大学史学科」への進学理由を常に念頭に置く必要があることを

再記しておきたい。なぜならば、この回顧には、文章として記されなかった諸影響も多分にあるだ

ろうが、少なくとも、歴史学者としての幸田に影響を与えたであろう幼少時から「帝国大学文科大

学史学科」入学前に接した知的素養が集約化されているからである。以上の分析視角を堅持しなが

ら、本章では、小学生時代における幸田と知の関係性について分析を進めてゆく。その場合に、日

本近代教育史の展開や、母校である「東京師範学校附属小学校」における出来事、その他に学外で

の出来事などについての回顧が幸田の『凡人の半生』に記されている点に鑑みれば、以上のそれぞ

れに対する幸田の見解を整理することにより、小学生時代において邂逅したであろう知との関係性

が明らかとなる。

第１節　日本近代教育史・「東京師範学校附属小学校」沿革史と幸田成友

幸田が誕生する前年の明治5年（1872）８月２日に、文部省は「学制」を発布し、日本の近代化

教育が開始された。これは、学区制によって全国に学校を設ける計画を立てたもので、全国を８大

学区にわけ、各大学区に大学校1校をおき、１大学区を32中学区にわけ、各中学区に中学校1校をお

き、１中学区をさらに210小学区にわけ、各小学区に小学校1校を置き、全国に大学校８、中学校

256、小学校53,760をおく予定であった30。その際、小学校は「教育ノ初級」で、「人民一般必ス学ハ

スンハアルヘカラサルモノトス」と定められ、これを尋常小学・女児小学・村落小学・貧人小学・

小学私塾・幼稚小学に区分した。その際、尋常小学は小学校制度の本体をなすものであって、上下

二等にわかれ、男女ともに必ず卒業すべきものとし、下等小学は６歳から９歳まで、上等小学は10

歳から13歳までとしている。

その教科は下等小学では、綴字・習字・単語・会話・読本・修身・書牘・文法・算術・養生法・

地学大意・窮理学大意・体術・唱歌の14教科が定められ、上等小学はこのほかさらに史学大意・幾

何学大意・罫画大意・博物学大意・生理学大意を加え、土地の状況によっては外国語の一、二・記

簿法・図画・政体大意を加えうるとしている31。これらの教科は欧米の学校における教科目のたて

かたを参考として定められたもので、日本における近代学校の教育課程が成立するようになる基礎

をなすものであった32。

30　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、129頁。ただし、「学制」において示
された方針は「現実には、この計画はあまりに野心的すぎて予定通りには進まなかった。だが、それ
でも３年後の明治８年（1875）には、全国に24,000校以上の小学校が設けられている」〈草原克豪『日本
の大学制度─歴史と展望』（弘文堂、2008年）、27頁〉と指摘されている。

31　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、168頁。
32　海後宗臣・仲新・寺崎昌男『教科書でみる近現代日本の教育』（東京書籍、1999年）、31～32頁。「学

制」に対する一定の評価として、尾形裕康による「「学制」の制定は西洋近代国家の教育制度・思想の
移入が大きな因をなしている。同時に自覚したわが官民識者の強力な推進によることを忘れてはなら
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こうした方針を内容とする「学制」発布翌月の９月８日には小学校の設立基準にあたる『小学教

則』が公布され、上下等の小学を各八級に分け、下級八級より上等一級に至る毎級の授業期間を６

か月とし、教科書の基準や教授方法の大要が示された33。ただし、『小学教則』のなかに示された教

科書は、近世の寺子屋で用いられた往来物系統のものは少なく、多くは欧米の近代文化を内容とす

る文明開化の啓蒙書や翻訳書などであり34、歴史教科書を例にとれば、明治２年（1869）頃に多く

使用された教科書が漢文体による紀伝・編年体の、頼山陽『日本外史』・同『日本政記』・巌垣松苗

『国史略』であり、儒学史観を特徴としていたのに対し、「学制」下に上等小学で設置を求められた

教科「史学大意」において指定された教科書が日本史では林恕『王代一覧』・巌垣松苗『国史略』、

外国史では西村茂樹訳『万国史略』・寺内章明訳『五洲記事』であった35。この事情は、制度の編成

は進められたものの、未だ文部省の主導による公のものとしての教科書編集作業の完成がみられて

いない状況を物語っており、さかのぼること同年５月に東京に創設された師範学校において新たな

『小学教則』の編成ならびに教科書の選定が急がれることとなった。同校の尽力により明治６年

（1873）２月に「下等小学教則」が、同年５月に「上等小学教則」が創定され、下等小学の教科は

読物・算術・習字・書取・作文・問答・復読・体操、上等小学の教科は読物・算術・習字・書取・

作文・輪講・暗記・体操・罫画とされた36。この師範学校の制定した教則は、全国の先進的な小学

校に採用され普及されることとなった37。

その後、明治12年（1879）９月に「学制」の画一主義・統制主義を廃して、教育行政における地

方分権化と教育内容の自由化をめざした、いわゆる「自由教育令」が公布されるが38、その結果は、

学制実施後の数年間の努力が一度にくずれ去り、就学者がへるなど、教育の不振をまねく地方もあ

らわれるなど弊害面が多く、翌明治13年（1880）12月に「改正教育令」が公布されることとなり、

これに基づきながら、明治14年（1881）５月に『小学校教則綱領』が定められた39。

この『小学校教則綱領』は小学校を初等科（３年）、中等科（３年）、高等科（２年）の三段階編

成とし、初等科の教科を修身・読書・習字・算術・（唱歌）・体操、中等科のそれを修身・読書・習

字・算術・（唱歌）・体操・地理・歴史・図画・博物・物理・裁縫（女子）、高等科のそれを修身・

読書・習字・算術・地理・図画・博物・（唱歌）・体操・裁縫（女子）・化学・生理・幾何・経済

ない。近代教育の特徴は、資本主義的社会の成長に対応して、個人の自覚が要求された点にある」〈尾
形裕康『学制成立史の研究』（校倉書房、1973年）、７頁〉という指摘がある。

33　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、178～179頁。
34　海後宗臣・仲新・寺崎昌男『教科書でみる近現代日本の教育』（東京書籍、1999年）、32～33頁。
35　吉田太郎「明治前期（1872～1903年）における歴史教育方法の研究」横浜国立大学教育学部編『横浜

国立大学教育紀要』第8号（1968年）、125～126頁。
36　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、179～180頁。なお、「下等小学教則」

は明治６年（1873）５月、同７年（1874）１月に改正されている（同書、179頁）。
37　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、182頁。
38　沖田行司「明治絶対主義教育体制の確立（1881～1899年）」石島庸男／梅村佳代編『日本民衆教育史』
（梓出版、1996年）、131頁。

39　海後宗臣・仲新・寺崎昌男『教科書でみる近現代日本の教育』（東京書籍、1999年）、54頁。
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（女子は家事経済）、と定めている40。この『小学校教則綱領』の制定は新しい教育内容改訂の方針

によって各科の程度が詳細に掲げられ、国民思想を確立し、実生活に即応するための改革がなされ

たことに意味をなすものであった41。この方針は、明治18年（1885）12月22の内閣制度の創設なら

びにそれと関連する森有礼による教育制度の抜本的改革にまで継続化することとなる。

このような教育制度の史的展開を前提としながら、幸田が入学することとなる「東京師範学校附

属小学校」の沿革についてもみてゆきたい。明治５年（1872）5月29日に東京に創設された「師範

学校」42は、もともと小学校の教育法の研究ならびに新制度に資する教員の養成を目的とした機関

であり、アメリカより招聘したマリオン・スコット（1843−1922）を中心としながらカリキュラム

の整備が行われた43。また、先に触れたように、この学校での授業の経験にもとづいた「下等小学

教則」44・「上等小学教則」の創定やこれにもとづく教科書の編集45が文部省の意向により試みられる

こととなった。

『小学教則』公布後の明治６年（1873）１月にはこの「師範学校」に「附属小学校」が附設され、

後に幸田が入学する「東京師範学校附属小学校」の前身である「師範学校附属小学校」が誕生する。

ここで注目すべきは「師範学校」に小学校が附設された理由である。それは、

「当初（─筆者注：師範学校の創設時）の教授は、生徒の中、学力優秀なるものを撰んで上等

生とし、教師は之を小学児童と看做して小学の教科を授け、上等生は更に之に倣つて自余の生徒

即ち下等生に伝へ、よつて以て外国に行はるゝ小学教授法を伝習せしめた。されど此の方法は

二十歳以上の壮者を児童に仮定するものであるから、小学教授法の練習としては種々の不便あ

り、また小学教授法を研究するには固より不十分なるを免れず、随つて校内に新に小学校を附設

し、直接児童について授業を練習せしむべしとの議起り、茲に其の開設を見るに至つた。これ本

校附属小学校の始である」46

40　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、188頁。
41　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、189頁。実生活との関係性を重視した

方針は、「博物・物理・化学等も最初は児童の生活に結びついた実物によって教授しなければならな
い」（同書、同頁）、または、「家事経済は衣服・洗濯・住居・什器・食物・割烹・理髪・出納等の一家
の経済に関する事を授けるべきである」（同書、同頁）とした文言に象徴的である。

42　東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、４頁。
43　近世期の寺小屋教育でみられた個別教育と異なり、多数の生徒に同時に一定の教材を提示して教授

する経済的かつ効率的なスコットの教授形態は東京師範学校を中心として全国に広く伝達され、普及
してゆくこととなる〈影山昇「明治前期のペスタロッチー主義教育─大正自由教育の原点─」成城大学
文芸学部編『成城文藝』第167号（1999年）、83頁〉。

44　なお、師範学校の「下等小学教則」のモデルはサンフランシスコ案（サンフランシスコ小学教則）で
あるという指摘〈倉沢剛『学制の研究』（講談社、1973年）、691～699頁〉がある。

45　明治５年11月に師範学校に編輯局が置かれ、各種の教科用図書の編纂が行われ、同校及び全国小学
校の使用に供されることとなった〈東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、７～８頁〉。

46　東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、８～９頁。
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という同校の記録に顕著なように、生徒間同志の実習を改め、実際の小学児童を相手にしながら実

践的な教育法を習得する機会を設けるところにあった。この事実は、「附属小学校」の附設を「六

年二月師範学校に練習小学校を付設した」47と政府が公式に認めているように、この小学校はあく

までも師範学校の学生が小学児童を教える「練習」の場としての「小学校」であり、他の全国の尋

常小学とは異なり、実際に学ぶ小学児童は、練習の対象、すなわち教育方法に関する実験材料とし

ての立場にあったということである。こうした目的下に創設された「附属小学校」において編成さ

れた学習カリキュラム自体は、明治６年（1873）２月の「下等小学教則」ならびに同年５月の「上

等小学教則」とほぼ同内容であり48、もっとも、この二つの教則の制定に師範学校サイドの多大な

る関与が認められる点を考慮すれば、それは至極自然な編成であるといえる。

このように師範学校と文部省相互の呼応に基づく方針が反映された「附属小学校」は明治６年

（1873）８月に「師範学校」自体が「東京師範学校」へと校名を改名したことにより49、「東京師範

学校附属小学校」へと校名を改めるが、上記の教育基調に則りながら、さらに新たな校風を生成さ

せる。それは、明治11年（1878）10月の「東京師範学校」における伊澤修二の校長補、高嶺秀夫の

校長補心得それぞれへの就任を契機とする。ペスタロッチー主義の教育方法をアメリカのオスウィ

ーゴー師範学校で直接学んだ高嶺秀夫の伝えた新しい教育方法は、その後「開発主義の教育」ある

いは「開発教授法」として、当時の教育界に一つの運動を展開することとなった。高嶺がもたらし

たペスタロッチー主義の教育法は「東京師範学校附属小学校」における実際教授の経験にもとづい

てさらに研究工夫され、その後「東京師範学校」を中心にひろめられ、教育方法改革に大きな影響

をおよぼすこととなった50。

47　文部省『学制百年史（記述編）』（帝国地方行政学会、1972年）、238頁。
48　師範学校サイドの記録は「当時の組織と教科は、まづ小学校を上下二等に分ち、下等は６歳から９歳

まで、上等は10歳から13歳までゞある。而して下等小学の課程は八級に分たれ、毎級６箇月修行とし、
第八級より次第に第一級に進む。その強化は屢〻改正があつたが、まづ読物・算術（後に筆算及び珠
算）・習字・書取・問答・作文・復読・体操を授け、後には口授として修身科が加はつた。上等小学も
八級に分るゝこと下等小学に同じく、教科も大体下等小学に同じであるが、更に論読・輪講・暗記・
罫画（後に画法）等を加へた」〈東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、315頁〉というも
のである。

49　東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、12頁。
50　海後宗臣・仲新・寺崎昌男『教科書でみる近現代日本の教育』（東京書籍、1999年）、65頁。師範学

校サイドは「明治12年頃より17・８年にかけては、初期の時代と異り、教授の主義に大なる変化を来
たした。即ちペスタロッチー主義が、伊澤・高嶺に依つて導入せられたことである。従つて当時直観
或は心性開発の声は天下に普く、その方法の特質として問答法が如何なる教科の教授にも応用せられ、
その技術も亦大に研究せられた。（中略）これが当時の我が校教育の主義でもあつたやうに思はれる」

〈東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、317～320頁〉と記録している。なお、この明治
12年（1879）頃の学内改革期について、ペスタロッチーの影響よりかは、「1879年２月の東京師範学校
の改革は、ジョホノットの“Principles and Practice of Teaching”による教育学の理論を指導理念と
してなされたもの」〈水原克敏「ジョホノットの教育学と東京師範学校の1879年改革─教員養成教育課
程の分析と考察─」日本教育学会編『教育学研究』第48巻第２号（1981年）、64頁〉という指摘もある。
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こうした特殊な教育環境が整備される途上、明治14年（1881）５月の『小学校教則綱領』の公布

により、「東京師範学校附属小学校」の教則も改正され、上下二等により構成されていた小学科は

初等・中等・高等の三等に分けられ、その教科も、修身・読書（作文）・習字・算術・歴史・図

画・博物・物理・化学・生理・幾何・経済・唱歌・体操・裁縫（女児）とされ、なおかつ、従来生

徒の実地練習をなす所としていた方針に男児小学校の模範を示す機関としての意味が加えられるこ

ととなるのである51。

以上の教育制度史の展開ならびに、それとの密接な相関関係が認められる「東京師範学校附属小

学校」の沿革史との関わりとして、三上が言うところの「児童」に該当する幸田の観察はどのよう

なものだったのだろうか。まず、同校への入学について、幸田は「自分は十一年二月に東京師範学

校附属小学校に入学したらしい」52、そして、「その時自分は満五歳、数へ歳の六歳で、今の小学校

の一年生より一年若い」53と記している。この記録からすれば、まだ「学制」・『小学教則』・「下等

小学教則」の影響下にある教育現場であった「東京師範学校附属小学校」に明治11年（1878）２月

に入学し、日本の近代教育が開始されてから数年後の教育現場に身を置いたこととなる。その際、

「自分等の級は生徒総数三十名前後、女生はその四分の一位であつた」54とも記しているので、男女

共学のクラスであったこともわかる。なお、このクラスの同級生には、後に東京帝国大教授となる

物理学者田丸卓郎（1872−1932）やのちの大阪市長関一（1873−1935）、そして日窒コンツェルン

の創始者となる野口遵（1873−1944）がいた55。

このような入学時の教育環境は、後に明治14年の『小学校教則綱領』の発布により変化すること

となるが、それについて、幸田は、

「小学は八年制である。自分等が入学した時は上等小学下等小学の二つに分れ、各〻八級を有

し、毎半年に一度大試験があつて進級したが、上等七級を卒へた時に、学級編成に改正が行は

れ、初等科三年、中等科三年、高等科二年となり、更に一年を前学期後学期に分ち、学期毎に進

級試験を行ふこととなつた。改正とはいへ実質においては一向従来と相違がない」56

と「児童」の視点からの記録を残している。この回顧からすれば上等（４年）・下等（４年）の二

等から初等（３年）・中等（３年）・高等（２年）の三等へと改められた小学校の編制体制を当事者

として理解していることがわかるが、それについて、「一向従来と相違がない」程度の認識であっ

た点は興味深い。また、この改編との関連として、「男女生徒の組替が行はれ、女生は全部隣接の

51　東京文理科大学編『創立六十年』（非売品、1931年）、317頁。
52　幸田『凡人の半生』集７、21頁。
53　幸田『凡人の半生』集７、21頁。
54　幸田『凡人の半生』集７、26頁。
55　幸田『凡人の半生』集７、26～28頁。
56　幸田『凡人の半生』集７、28頁。
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東京女子師範附属小学に移り、同校の男生全員が我が校へ移つて来て」57といったコメントは、「東

京師範学校附属小学校」の教則に強調された「男児小学校の模範を示す」方針と呼応する証言とし

て価値がある。

こうした制度下における修学期間を経た幸田は「十一年二月に入学した自分は、十九年二月を以

て卒業すべき筈であるのに、高等科の卒業証書が十八年七月末日附で、半年早くなつてゐる」58と

記しているように、明治18年（1885）７月に同校を卒業する。この回顧は、我々に不思議な感覚を

抱かせる。なぜならば、一般常識的な理解からすれば、明治11年（1878）２月の入学者は落第など

がなければ明治19年（1885）２月に８年間の修業期間を経て卒業となるはずである。ところが、幸

田の場合は約半年早い卒業であり、それは彼がいうところの「卒業証書」に証されている。この問

題に関する幸田自身の見解は「卒業証書を一枚一枚調べて見たら、十二年七月に下等第六級を、翌

年二月に同第四級を卒業してゐる。第五級はどうしたのか。或は飛越してしまつたのか。（中略）

自分もたつた一度だけ抜擢されたのかも知れない。その頃抜擢制は小学のみならず、中学でも行は

れた。生徒の勉強を奨励する意味で行つたものであらうが、生徒自身にとつては却つて迷惑であつ

たといへる」59というものであるが、当時の小学校には飛び級といった制度、幸田のいうところの

「抜擢」が公式に確立されたものとして一般化していたのかは不明であるが、例えば、良く知られ

るところの、幸田と同時代人である夏目漱石（1867−1916）が錦華小学校に編入後、飛び級により

卒業した事例などを考慮すれば、進級試験の結果に基づいたいわゆる「抜擢」を認める独自の規程

が「東京師範学校附属小学校」においてもあったのかもしれない60。

このような、制度の変遷や自身の履歴を回顧するのと同時に、幸田は、「東京師範学校附属小学

校」内の校風についても以下のようにコメントしている。

「東京師範学校は後の高等師範学校で、御茶の水に沿ひ、聖堂の西手にあつた。日本に於ける

最新最高の師範学校であり、従つてその附属小学校は全国の模範小学校であつた。物理や化学が

57　幸田『凡人の半生』集７、26頁。なお、男女別学については、「1880年の改正教育令が、自由民権運
動の高揚に対抗する施策として、儒教主義的教育内容の重視と教育の中央集権的統制を強化したのに
くらべ、後世の史家によって、そのブルジョワ的性格を云々されさえしてきた教育令が、男女別学制
への決定的第一歩になっている点は、共学性が内包していた社会的性格を占ううえで意味深い事実で
ある」〈橋本紀子『男女共学制の史的研究』（大月書店、1992年）、37頁〉と指摘されている。

58　幸田『凡人の半生』集７、28頁。
59　幸田『凡人の半生』集７、28～29頁。
60　「抜擢」について、幸田は兄露伴の話として「兄は九才で附属小学に入つたが、それ迄関雪江といふ

漢学先生の許へ通ひ、相応の教育を受けてゐたので成績優等、その頃の詞で抜擢といひ、期限をまた
ずにどしどし上級に進み、八年の課程を四年で済ましたとある」〈幸田『凡人の半生』集７、28頁〉と
記している。なお、露伴が附属小学校の前身である東京師範学校下等小学に入学したのは明治８年

（1875）であり、「はじめに下等七級に編入され、ついで八級に落とされ、その後発奮して成績を上げ、
飛び級した」〈関良一編「年譜」幸田露伴『現代日本文学大系　４　幸田露伴集』（筑摩書房、1971年）、
401頁〉というのが真相である。
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多くの小学校において教科書の素読に過ぎぬ時代に、わが校では教師が一々実験をしてくれ

た」61

「附属小学生は、一方からいへば、新進気鋭の教師即ち本校師範の上級生から新教授法によつ

て教へられる便利を有したが、他方から見れば、自分等自身が教師方の教授法実験材料になつた

ので、実習期限が尽きる毎に教師方が変る。それでは教師生徒間の馴染は薄からざるを得ない訳

である」62

以上、二点の引用から、幸田の母校に対する評価が二通りあることを看取しうる。その一つは、「最

新最高」の師範学校に附置された「全国の模範学校」と母校を評しながら、従来とは異なる「新教

授法」を享受、とくに、全国的に「教育の素読」を標準としていた時代に、教師による「実験」を

通じた教育を受ける機会に恵まれるなど、伊澤・高嶺の主導によるペスタロッチー主義の教育法の

影響についての好意的な理解であり、いま一つは、師範学校の学生の実習期間に基づいた教育が行

われたために、多数の教員による短期間教育の連続といった特殊な時間配分により教育を受けざる

をえなかった、という批判的な見解である。後者について、幸田は「教師生徒間の馴染」について

も触れているが、文脈からすれば、それについても賛同よりかは慨嘆の意が強いように思える。そ

のような二通りの評価を提示しながらも、確実なのは、幸田が全国的に極めて特殊な教育環境、す

なわち師範学校に附置された「附属小学校」、換言すれば、文部省の言うところの師範学校学生に

よる「練習小学校」の学生であり、従来、あるいは全国の他校とは多少異なる教育を受けている立

場にあったという自覚を有し、同年代の児童との比較において優越感を抱いているといったことで

ある。ただし、その一方で、自身の立場はあくまでも「教師方の教授法実験材料」であった、とい

う冷静な位置づけも独白している点は強調しておくべきであろう。

第２節　「東京師範学校附属小学校」の具体的教科内容と幸田成友

前節において紹介してきた日本近代教育史、ならびに「東京師範学校附属小学校」の沿革史と幸

田成友の相関関係を整理することにより、幸田という「児童」が過ごした小学校という教育現場の

校風、あるいは雰囲気といったものが明らかとなったが、それは抽象的な指摘の段階に留まるもの

である。そのような瑕疵に鑑みれば、具体的にどのような教科、どのような教科書、どのような教

員と接してきたのか、という点についてさらなる検討を加える必要がある。この作業は、本来なら

ば、幸田が履修した教科の一覧や教科書の細目、担当教員の一覧に依拠しながら進めるべきである

が、残念ながら、幸田は整理されたデータを残していない。また、修学機関である「東京師範学校

附属小学校」側による詳細な記録についても、後述の「在職図表」以外は発見できなかった。した

がって、幸田の回顧録『凡人の半生』に記された断片的な回顧を丹念に拾いながら、小学校時代に

61　幸田『凡人の半生』集７、22頁。
62　幸田『凡人の半生』集７、22頁。
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校内において享受した学知について、可能な限りの検討を加えてゆきたい。

以上の観点に基づきながら、筆者が作成した整理データが以下のものである。

No. 修学年月日 担当者・教員名 教科内容・テキスト 備考（在籍等級など）
① 1878年２月～ ──── 読物：『小学入門』
② 1878年２月～ ──── 読物：『小学読本』
③ 1878年２月～ ──── 読物：『刪修近古史談』 上級（上等科か？）在籍時
④ 1878年２月～ ──── 読物：『古文真宝』 上級（上等科か？）在籍時
⑤ 1878年２月～ ──── 算術：算術の運算
⑥ 1878年２月～ ──── 算術：珠算
⑦ 1878年２月～ ──── 習字
⑧ 1878年２月～ ──── 作文
⑨ 1878年２月～ メーソン（米） 唱歌 中等科か？高等科か？・通訳は中村専
⑩ 1878年２月～ 野口保興 図画：鉛筆画 中等科か？高等科か？
⑪ 1878年２月～ 野口保興 幾何 高等科
⑫ 1878年２月～ 亀井義六 ──── 担当は不明
⑬ 1878年２月～ 和田豊 ──── 担当は不明

［東京師範学校附属小学校時代における幸田成友の受講科目］63

この簡略的な表は先述した通り、断片的な記載を拾い上げたものであり、当然のことながら、全て

の教科への対応は不可能である。したがって、この表の記載が幸田サイドの記録として残されてい

る全てである。なお、教科内容・テキストの欄については、最上段を「読物」として、以下「算

術」、「習字」、と続いているが、この上段から下段にかけての配置は、明治6年（1873）２月に創定

された「下等小学教則」、ならびに明治14年（1881）５月に定められた『小学校教則綱領』、さらに

は「東京師範学校附属小学校」の教則に記された教科の配列に基づいたものである64。また、教科

名やテキストは明記しているもののその担当者が不明である場合や、⑫ならびに⑬のように担当教

科名が記されていない場合については、「不明」を意味する「─」を表記した点を明記しておきた

63　幸田『凡人の半生』集７、ならびに幸田「姉と妹と自分」集７により作成。
64　「下等小学教則」〈明治６年（1873）２月創定〉・『小学校教則綱領』〈明治14年（1881）５月〉・「東京

師範学校附属小学校」の教則（同年）の内容については既述の通りである。本来ならば、「下等小学教
則」の教科ならびに級により構成されるテキストならびに教材一覧を掲載したいところであるが、多
量のため、論旨に鑑みて、「読物」の部分（第一級～第八級）のみ下級学年の第八級から以下に整理し
ておく。第八級：『五十音図』・『濁音図』・『単語図』・『連語図』・『小学読本　巻一ノ一・二回』、第七
級：『小学読本　巻一・二』、第六級：『小学読本　巻三』・『地理初歩』・『地球儀』、第五級：『小学読本
　巻四』・『日本地誌略　巻一』・『地図』、第四級：『小学読本　巻五』・『日本地誌略　巻二』・『地図』、
第三級：『日本史略　巻一』・『万国地誌略　巻一』・『地図』、第二級：『日本史略　巻二』・『万国地誌略
　巻二』・『地図』、第一級：『万国地誌略　巻三』、『万国史略　巻一・二』〈文部省『学制百年史（記述
編）』（帝国地方行政学会、1972年）、181頁〉
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い。この表に整理された内容と、幸田の具体的な回顧に基づきながら、学内において受容された知

について考察を進めてゆく。

まずは、教科名「読物」についてであるが、幸田は『小学入門』・『小学読本』・『刪修近古史談』・

『古文真宝』（①～④）と接しており、『小学読本』については、「「イト、イヌ、イカリ」の『小学

入門』から習ひ初めて、『小学読本』巻一になると急に難しくなる。「凡そ地球上の人種は五つに分

れたり。亜細亜人種、欧羅巴人種、亜米利加人種……」といふ風に五大陸の名前が漢字で出て来る。

今なら忽ち文部省の検定に落第する様な読本だが、実はそれが文部省で編纂した読本であつた」65

と述べている。この『小学読本』は、いろは文字・数字・連語・記号・図形などを初歩として学ぶ

『小学入門』を下等小学の第八級時に学んだ後の国語の教材である。ここから歴史学者を準備する

素養の有無は判別しきれないものの、幸田が使用した『小学読本』の内容が、早稲田大学図書館が

所蔵する文部省編纂の『小学読本　巻一』66や国立国会図書館が所蔵する師範学校編纂の『小学読

本　一』67の内容とほぼ同一であることを踏まえれば、アメリカのマーシャス・ウイルソン（1813

−1905）68による原本を底本とした田中義廉翻訳型『小学読本』を使用しながら学んでいた可能性

が高いといえる。なお、この回顧は、「『小学読本』には当時ひろく用いられたものに二種ある。一

つは翻訳型の『小学読本』（四巻、田中義廉編）で、師範学校で編集したものである。他の一つは

日本風の『小学読本』（首巻と五巻、榊原芳野等編）でこれは翻訳型の読本ではなく文部省内で編

集したものである。いずれも文部省出版であるが、明治10年ごろまでは文明開化の波にのって、翻

訳型の小学読本のほうがひろく普及した。田中義廉編の『小学読本』は主としてアメリカのウイル

ソン・リーダーを原本として編集されている」69という指摘との関連下に日本近代教育史研究の立

場から再検討すべき記載であることを付言しておきたい。

この『小学読本』を学んだ後の幸田は、その次のカリキュラムについて、以下のように回顧して

いる。

65　幸田『凡人の半生』集７、23頁。
66　文部省編纂『小学読本　巻一』（神奈川県翻刻、1874年６月）〈早稲田大学図書館蔵：請求記号：ホ02 

05717〉。
67　師範学校編纂『小学読本　一』（文部省刊行、1875年８月改正）〈国立国会図書館蔵：請求記号：特33

−778〉。
68　ウィルソンは「子どものあらゆる知識は実物から成り立っている」ことを主張した。即ち彼の著書

はすべてこの理念にたって書かれている〈保村和良「日本の近代教育に貢献した『ウ井ルソン・リーダ
ー』と明治初期に於ける教科書─和徳小学校で使用された『小学読本』の一致点と比較─」東北女子大
学紀要編集委員会・東北女子短期大学紀要編集委員会編『東北女子大学・東北女子短期大学紀要』第
52号（2014年）、160頁〉と指摘されている。

69　海後宗臣・仲新・寺崎昌男『教科書でみる近現代日本の教育』（東京書籍、1999年）、41頁。なお、
同書によれば、「開発主義教授法の思想をとりいれた若林虎三郎の『小学読本』（五巻、明治17年）や原
亮策編『小学読本　初等科』（六冊、明治16年）など、初等科の読本が数多く出版された」（同書、63頁）
という指摘がある。幸田がすでに高学年に達した頃の『小学読本』についての話であるが、備忘録と
して記しておく。
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「上級になると、わが校では『刪修近古史談』や『古文真宝』を、また某校では『十八史略』

を読んだ位だから、読書力は確に今の小学生より高かつた。但し当時の教育は連絡を保つべき筈

の上下の学校間に連絡を欠き、恰も個々独立して存在せる如き観を呈した。従つて浅深難易の相

違こそあれ、小学で習つたことを中学で反復し、中学で習つたことを高等中学で反復するやうな

弊があつたといへる」70

ここで記されている③『刪修近古史談』や④『古文真宝』は、一見、「読物」、つまりは読む力、と

くには漢文読解力を養成するためのテキストと思うかもしれないが、その内容面に着目してみる

と、前者はタイトルにあるように「史談」、つまりは戦国期や近世期の武将などの逸話を『常山紀

談』（1739年成立）や『武将感状記』（1716年成立）などから集め、それを漢文体にて記した史話集

であり、知られるところでは大槻磐渓が度々編纂した同書が想起されるところである。また、後者

は中国の詩文集であり、漢から宋代までの代表的な詩文を集めたものである。これらの両書を並置

した場合に、双方に共通しているのは、少なくとも明治期になってから新たに執筆されたものでは

なく、近世期においてすでに成立していた成果である点と、漢文体で構成されているといった点で

ある。また、その他に、『刪修近古史談』が明白に「史談」という歴史をテーマとしていることは

容易に理解されるところであるが、『古文真宝』においても、歴史的事蹟の中から発露された詩や

文章、例えば諸葛亮による「出帥表」などが掲載されており、こうした両書の特色に鑑みれば、歴

史を内容とするテキストとしての側面を持つ、といった共通項も指摘することができる。

「読物」の授業時間におけるこれら両書との接触が漢文読解力の養成に寄与しただろうことは想

像にかたくないが、いま一つ重要なことは、のちに歴史学者となる幸田成友が学校から提供された

教材『刪修近古史談』ならびに『古文真宝』を通じて歴史と邂逅している、といった事実である。

その影響の有無についての明確な解答は用意できないものの、少なくとも、公教育のもとで歴史と

接した時期が「東京師範学校附属小学校」の「上級」在籍時であったという点は、事蹟の確定化と

いう側面からすれば強調すべき要点である。このような筆者の主張は、一見、小学校在籍時の教科

「読物」のカリキュラムで一般的に扱われた歴史教科書『日本史略』ならびに『万国史略』と幸田

の関係性を無視した見解とみなされるかもしれない。しかし、これらの歴史教科書についての言及

が小学校時代の回顧において皆無である点を考慮すれば、やはり、学内において強烈な印象を残す

こととなった歴史的な要素を含む教材は『刪修近古史談』ならびに『古文真宝』であったと位置づ

けられるのである。

続いて、⑤～⑧の算術・習字・作文については担当者・使用テキストについての詳細な回顧はな

く、それらを修学したとのみ記すばかりであり、担当教員名を挙げた⑩・⑪の野口保興について

は、「図画」教科の内容と推定される鉛筆画を習い、おそらくは高等科の開設と同時に設置された

教科である「幾何」を習った以外に得られる情報はない。また、⑫の亀井義六、⑬の和田豊にいた

70　幸田『凡人の半生』集７、23頁。
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っては、その名を記すのみであり、担当教科名は挙げられていない。ただし、推定が許されるのだ

とすれば、⑩・⑪の担当者は大正年間を中心に地理学関係の教材を幾つか著した野口保興（1860−

1943）その人であり、⑫は後に山梨師範学校校長事務取扱や岐阜県師範学校の校長を歴任した亀井

義六（生没年不詳）、⑬は明治期に『小学校管理法』を著した和田豊（生没年不詳）であったのか

もしれない。なお、東京文理科大学編『創立六十年　附図付表』に収められている「東京高等師範

学校附属小学校教官在職図表」（─筆者注：東京高等師範学校は東京師範学校ののちの名称）の幸

田在学時の教官名を確認したところ、⑩～⑬の担当者名を発見することができなかった71。このこ

とからすると、彼らは特任として、あるいは師範学校の学生として来校し、幸田たちと接していた

のかもしれない。

このように教科内容とその担当者名が不明瞭に記されている教科もあるが、⑨の教科「唱歌」に

ついては、「米人メーソン氏を招聘して附属小学校の唱歌科を担任せしめた。日本で唱歌を習つた

最初の小学生は、我等附属小学の男女生徒であつたのである」72、ならびに、「先生（─筆者注：メ

ーソン氏）に随伴した婦人の通訳は中村せん子女史で、後に女子師範学校校長高嶺氏の夫人となら

れた」73という回顧にみられるように明確である。ここで記されるところのメーソンとは、「唱歌は

「教授法等ノ整フヲ待テ之ヲ設クヘシ」としているもので、このころから次第に小学校の教科とし

てとりいれられた。アメリカ留学から帰国した伊澤修二の努力で明治12年（1879）文部省に音楽取

調掛がおかれ、翌年音楽教育の専門家アメリカ人メイソン（L.W.Mason）が招かれてわが国の音楽

教授がはじめられた。唱歌の教科書としては『小学　唱歌集』（三巻、明治14年）が編集された」74

という史実が一般化している米国の音楽教育者ルーサー・ホワイティング・メーソン（1818−

1896）を指す75。また、通訳の「中村せん子女史」というのは、中村専を指し、のちに高嶺秀夫婦

人となった人物である。この記録はメーソンから「唱歌」の教育を受けた日本で初めての小学生が

幸田たちであることを明示するのと同時に、アメリカ流の教育方法の感化を受け、それを教育現場

71　東京文理科大学「東京高等師範学校附属小学校教官在職図表（一）」『創立六十年　附図付表』（非売
品、1931年）、頁不記載。なお、「東京高等師範学校教官在職図表（一）」（同書、頁不記載）には⑩・⑪
の野口保興の名が見られる（在職期間：1882〜1890年）。また、補足として、『同附図付表』の「東京高
等師範学校教官在職表（二）」には、幸田の姉である「幸田延子（幸田延）」の名が散見される。

72　幸田「姉と妹と自分」集７、115頁。
73　幸田『凡人の半生』集７、22頁。
74　海後宗臣・仲新・寺崎昌男『教科書でみる近現代日本の教育』（東京書籍、1999年）、60頁。
75　メーソンと幸田家の繋がりは、教科「唱歌」を媒介とする幸田とメーソンの関係のみならず、「姉の

履歴書を見ると、姉は明治十五年四月を以て音楽取調掛の生徒となり、而もそれ以前既に取調掛やメ
ーソン氏の私邸に出入りして、器楽の授業を受けたといふ事実を妹から聞いた」（幸田「姉と妹と自分」
集７、115頁）という回顧もある。メーソンと幸田延の関係については、幸田延自身の回顧録〈幸田延

「私の半生」『音楽世界』第３巻第６号（音楽世界社、1931年）、33～42頁〉や平高典子「幸田延のボス
トン留学」玉川大学文学部編『玉川大学文学部紀要　論叢』第54号（2013年）、191～201頁に詳しい。
なお、メーソン、高嶺秀夫夫人となる中村専、幸田の姉延の以上三者に相互交流の関係性があること
を踏まえれば、幸田家と高等師範学校あるいは高等師範学校附属小学校スタッフという構図による分
析も可能である。
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へと持ち込んだ伊澤修二や高嶺秀夫の意向が反映された状況証拠を示している。

上記が「東京師範学校附属小学校」において幸田が確実に学んだ教科ならびにその内容である

が、以上から、小括として整理すれば、近代日本の小学校教育の展開を組成する「学制」、『小学教

則』、「下等小学教則」、「上等小学教則」、『小学校教則綱領』の影響下に形成された教育現場に、さ

らにアメリカ流の教授方法が導入された教育機関が「東京師範学校附属小学校」であり、明治11年

（1878）２月から明治18年（1885）７月31日までこの、文部省が言うところの「練習小学校」とさ

れた特殊な教育環境において修学したという幸田の事蹟は他の同時代人と比した場合に希少な経験

という意味において重要な意味を持つものである。また、のちに歴史学者となる幸田成友が学内に

おいて歴史的な知と邂逅した嚆矢は教科「読物」における『刪修近古史談』・『古文真宝』の学習に

求められる、という位置づけは格別なものとして強調すべきである。なお、このような見解は、あ

くまでも歴史学者幸田成友がいかにして養成されたか、という観点から示されているが、「児童」

サイドからの観察に相当する幸田の足跡が、近代日本の教育史研究において看過しえない幾つかの

分析対象とも関連している点も指摘しておくべきであろう。さいごに、論旨との関係性はほとんど

ないが、補足として「学校から帰ると、自分は裁縫をしてゐる母の前へ出て、早速復習をしなけれ

ばならなかつた。それが今日学校で授業された箇所ばかりでなく、既往へ遡る。但し何処まで既往

へ遡つたか忘れたが、何でも一冊では済まなかつた」76という多忙な小学生としての日常を描写し

た回顧も記しておきたい。

第３節　学外の知的素養と幸田成友

前節ならびに前々節において、「東京師範学校附属小学校」の学内における修学過程について検

討を加え、従来知られることのなかった内情や、のちの歴史学者としての感性に関わる要素の幾つ

かを提示することができた。しかし、ここで留意しなければならないのは、「児童」による知の受

容は必ずしも学内のみに限定されるわけではない、という可能性についてである。本節では、その

点を踏まえながら、小学校時代の幸田が学外においてどのような知識を吸収したのかについて検討

を加え、なおかつ、歴史学者を醸成する要素に相当する素材を抽出してゆきたい。

３−１　自宅で接した書物「草双紙」ならびに細川潤次郎著『古今袖鏡』と幸田成友

幸田にとっての学外、そのもっとも身近な空間とは、おそらくは自宅であろう。そこで触れ得る

知は、口授、書物、あるいは夢想など様々な形態を通じて「児童」幸田に吸収されてゆくこととな

るが、その端緒は、「現代のやうに幼年向少年向の特別な著書や雑誌が無い時代とて、我々が教科

書以外に先づ手にしたは所謂草双紙であつた。（中略）婦人小児を主なる読者としたため、毎丁挿

画を入れ、また文章も殆ど全部平仮名で書かれ、稀に人名地名等に漢字が用ひられてゐても、それ

には必ず振仮名があり、さうして表紙は二冊物なら二枚続、三冊物なら三枚続の小形の錦絵と称す

76　幸田『凡人の半生』集７、25頁。
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べく、更にその包紙には風雅淡泊の意匠が凝らされてゐた。（中略）家に数部の草双紙が有つた。

自分は先ずそれ等を読尽くし、それから他家の蔵本を借覧するに至つたが、六十年後の今日に至

り、尚『児雷也豪傑譚』『白縫譚』『釈迦八相倭文庫』等の書名を挙げ得る。（中略）かやうに草双

紙に読耽つた自分が娯楽以外に得た所は、平仮名の連続せる文章を苦も無く読み得ることだつ

た」77と記すように、年少期、おそらくは小学校低学年時における「草双紙」との出会いに求めら

れる。「草双紙」は近世中期から後期にかけて江戸で刊行された絵入り小説本の総称であり78、挿絵

と平仮名中心の文章により構成される内容は読者にとって容易な理解をもたらすものであった。

幸田が列記した三書は、妖怪退治を主旨内容とする『児雷也豪傑譚』は別として、島原の乱を背

景とした『白縫譚』や釈迦の生涯をベースとした『釈迦八相倭文庫』は歴史を素材とする「草双紙」

である。あくまでも娯楽としてではあるが、脚色された歴史との邂逅がここに認められる。したが

って、この「草双紙」との出会いは、平仮名の文章読解力の養成や、「読尽く」すがごとくの読書

好きな「児童」の生成に寄与したのみならず、さらには、歴史により形成された印象との初めての

接触機会を幸田に与えたといえる79。

この「草双紙」の他に、幸田は自宅にて接した知識として、細川潤次郎（1834−1923）が著した

『古今袖鏡』なる書物も挙げている。それは、

「ここに『古今袖 鑑
（ママ）

』と題する細川潤次郎先生の著書について一言したい。これは学校で定め

た課外読本でなく、多分我が家だけの読物であつたらう。二三十枚位の半紙本で、行書の漢字に

平仮名を交へ、半面六七行、難しい漢字には振仮名があつた。日本歴史の要領を極めて簡単に述

べたもので、自分が歴代天皇の御諡号を蚤くから知つたのは全く本書の御陰である。文章の調子

がいかにもよく出来てゐて、読み易く且つ覚え易い。恐らく先生が児童の読物として、特に意を

77　幸田『凡人の半生』集７、42～43頁。なお、「草双紙」が自宅に既存であったことは「自分が少年時
代に反復熟読した『釈迦八相倭文庫』と題する草双紙は祖母の持本であつた」（幸田『凡人の半生』集
７、32頁）というコメントからも証される。

78　草双紙は「推定で江戸時代の寛文ごろ（1660ごろ）から明治10年代（1886）に至る220余年間、主と
して浮世絵派の線描による木版画に文を添え、次第に文学性を増していったささやかな出版物である。
220余年の間にはさまざまな変遷を遂げるが、大筋で言えば、朱色表紙の〈赤本〉から墨色表紙の〈黒
本〉、草の汁で染めて青かった表紙が枯れ草色に退色した〈青本〉、青本から内容が高踏的な〈黄表紙〉
へと変わる。ここまでの名称は表紙の色によるのであり、次第に内容も発展するが、体裁から見れば
大きな変化ではない。表紙の色こそ違うが、中本という大きさで、五丁ごとに普通の和綴じ本に仕立
て、表紙に張る〈題簽〉に変化が見られる程度である。作品が次第に長編化し、五丁単位の製本は手
間がかかるため、省力化を図って数冊を合冊したことによる名称が〈合巻〉で、これが草双紙の最終
段階である」〈木村八重子『草双紙の世界─江戸の出版文化─』（ぺりかん社、2009年）、２頁〉と位置
づけられている。

79　幸田は歴史学者となってから、キリスト教の日本伝来に関する研究成果を数多く残している。この
事蹟と、島原の乱を扱った「草双紙」である『白縫譚』との相関関係について検討を加えてみる必要が
ある。
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用ひられたものであらう」80

という回顧に顕著である。この細川潤次郎は、一般には儒者、法学者、教育者として知られており、

中浜万次郎より英語を習得した事蹟や、新聞紙条例、出版条例の起草への関与81、あるいは、お雇

い外国人のフルベッキ（1830−1898）と共同著作として『日耳曼議院之法』や『会員必読』および

『法律格言』等の議事法に関する翻訳を残したこと82、さらには『古事類苑』の編集総裁を務めたこ

とに史的意義が求められる人物である。のちにその著作集として『十洲全集』全３巻が刊行されて

いる。

この人物が著した『古今袖鏡』はその専門性からすると些か珍しい部類に属するテーマを内容と

しており、国立国会図書館所蔵の二点の同書（刊行年不明版83・1875年刊行版84）を閲覧した限りで

は、初代神武帝から今上帝（─筆者注：刊行時を考慮すれば明治天皇を指す）までの歴代天皇の事

蹟を編年的に記したものであり、漢文体ではない振り仮名付きの平易な文章により記述されている

ものである。したがって、幸田による「読み易く且つ覚え易い」とした評価はきわめて適切であり、

難読漢字の読解力の向上が促されたことは明らかである。ただし、ここでさらに注目すべきは、そ

の内容面との関係性であり、「蚤くから」というように、幸田が歴代天皇の名を早くから知ること

に重要な役割を果たしている点である。この『古今袖鏡』が基本的に「使六七八歳小児」85を対象

とする著作であったことに鑑みれば、同書と幸田が接した時期は小学校入学時前後と考えられる

が、「我が家だけの読物」という個人的な事情ではあるものの、学外における本格的な歴史的知識

を受容した初発は日本通史を内容とする細川潤次郎著『古今袖鏡』との邂逅に求めるべきであろ

う。この指摘は、幸田がのちに、「先年先生の全集『十洲全集』が出たがそれには本書（─筆者注：

『古今袖鏡』）を収めていない。余りに平易な書物なので、編輯者は省いたのであらうが、自分にと

つては大きな失望であつた」86という感想を残している点からも裏づけられる。

80　幸田『凡人の半生』集７、25頁。
81　西岡淑雄「細川潤次郎について」日本英学史学会編『英学史研究』第23号（1990年）、133～136頁。

なお、西岡論文は英学史の面から細川の経歴を照射したものであり、『古今袖鏡』については指摘され
ていない。

82　西村淑雄「細川潤次郎とフルベッキ」日本英学史学会編『英学史研究』第24号（1992年）、46頁。
83　細川潤次郎『古今袖鏡』（細川氏蔵版、刊行年不明）〈国立国会図書館蔵：請求記号：特51−955〉。な

お、1875年刊行版に比すれば内容量は少ない。
84　細川潤次郎『古今袖鏡（再版）』（細川一之助発行、1875年）〈国立国会図書館蔵：請求記号：特31−

375〉。なお、刊行年不明版に比すれば内容量が増えている。
85　刊行年不明版の『古今袖鏡』〈国立国会図書館蔵：請求記号：特51−955〉の表紙には「古今袖鏡」と

中央に記し、右側に「使六七八歳小児」、左側に「諳百廿二朝故事」と印字してある。
86　幸田『凡人の半生』集７、25頁。なお、幸田は、「姉はこの本を習つたのではなく、自分の読むのを

側で聞いてゐただけであらうが、今でも本文全部を記憶し、先頃姪の一人に口授筆記せしめたといふ
から、多少文字や送仮名に相違はあつても、本文の読だけは保存せられた訳である」（幸田『凡人の半
生』集７、25～26頁）とも記しており、『古今袖鏡』が希少本となっていたことがうかがえる。
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3−2　菊池松軒主宰の私塾迎曦塾で接した漢籍『文章軌範』等と幸田成友

上記の自宅内や公の学校という機関での知の習得とは別に、幸田は学外の教育機関においても教

養を高めている。それは、菊池松軒なる人物が主宰する私塾迎曦塾への入門・修学に特徴的であ

り、その経緯について、幸田は次のように記している。

「今から六十年前の小学生の読書力は遥かに今の生徒より勝つてゐた。然し当時の小学生等は

それに満足せず、更に一段の進歩を心懸け、自分は季兄の例に倣つて五軒町の菊池松軒先生の迎

曦塾へ入門させて貰つた。先生は通称を駿助、名を駿、字を千里と称し、佐藤一齋門で幕末数年

間甲府の徽典館の督学を勤められた。徽典館は甲府在番の幕吏の子弟のために設けられた学校

で、昌平黌の分教場と称すべきである。自分が入門した頃、白髭童顔七十余歳の先生は、和服姿

に黒の山高帽子を被り、御抱車で司法省へ登庁せられてゐたが、帰宅して平服に着替へられると

直ちに講堂へ出て、小さな机の前に正坐せられる。自分等少年組は出席と同時に帳簿に記名し、

その順序により先生の前へ出て素読を受ける。自分は『文章軌範』を読んだが、今考へて見れば、

『文章軌範』の素読位に老先生を煩はしたは勿体ないことだった」87

このように記録される菊池松軒については、僅かながらに略歴が明らかにされており、名は駿、字

は千里、通称は駿助、幕府後期の鴻儒佐藤一齋の高足で、安積艮齋、安井息軒、盬谷宕陰などとは

同門ながら、息軒、宕陰などよりは先輩格、また川越藩侍講、昌平黌教官、甲府徽典館督学として

在勤しており、維新後は文部、内務、司法の三省に出仕した人物であり明治19年（1886）４月に没

していると整理されている88。

ここで興味深いのは、幸田の迎曦塾入門の契機が「季兄の例に倣つて」とあるように、「季兄」、

すなわち兄幸田露伴（1867−1947）の影響下にある点である89。そこで、関良一らの露伴について

の考証に着目してみると、「明治15年（1882）十五歳　前年末かこの年のはじめから、夜、神田五

軒町（現在は千代田区）の菊池松軒（本名、駿）の迎曦塾に通い、漢学・漢詩文を学んだ。自撰年

譜に「夜夜菊池松軒先生に就て聴講、年少無知と雖も、程朱の学の藩籬を窺ふを得たり」とある。

（中略）初夏、上総（千葉県）に遊び、漢文の紀行「上総遊記」を書いた。これが成行の書いた最

初の長文であったらしい」90、さらに、その入門期間は「明治十五年、迎曦塾へ入塾した露伴は約二

87　幸田『凡人の半生』集７、40頁。
88　柳田泉著『幸田露伴』（中央公論社、1942年）、29頁。なお、菊“池”の表記が一般的であるが、松軒

の著作などを閲覧する限り、菊“地”の表記も確認される。本稿では引用文も含めて菊“池”に統一す
る。

89　幸田の『凡人の半生』（共立書房、1948年）における少年時代の記載は、柳田泉による『幸田露伴』（中
央公論社、1942年）の内容とかなり重複している点を指摘しておく。もしかすると、幸田は同書を参
照しながら回顧録を作成したのかもしれない。

90　関良一編「年譜」幸田露伴『現代日本文学大系　４　幸田露伴集』（筑摩書房、1971年）、402頁。
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年間にわたって菊池松軒のもとで漢学を学んでいる」91という事蹟が確認される。この内容が示唆

する明治15年（1882）といえば、幸田の小学校入学から約４年後のことであり、幸田はもちろんの

こと在学中である。幸田の回顧から、同塾において兄露伴と同席した形跡は看取しえないものの、

少なくとも、兄露伴の入門後に「当時の小学生等」に含まれる幸田が入門したことは明らかであ

り、“明治15年（1882）以降に菊池松軒の主宰する迎曦塾に入門し、『文章軌範』など漢学を学ぶ”

という事蹟を幸田の年表に加筆してさしつかえないだろう。

こうした位置づけとの関連として、この迎曦塾における具体的な教育についてもみてゆきたい。

先の引用からすると、幸田の漢籍修業は『文章軌範』の素読のみに見受けられるが、それ以外の教

育内容についても幸田は次のように詳述している。それは、

「夜になると大人連の輪講が始る。輪講といふのは当夜出席した門人一同で籤を引き、その順

序により先生の傍に着席して、日課に定められた経書或は歴史の一節を講じる。日課は毎週月曜

日は『論語』、火曜日は『十八史略』、水曜日は『孟子』といふ風に一定してゐた。講義が終ると

先生及び講者の左右及び正面に机を並べた列席者から順次質問の矢が飛ぶ。質疑応答は簡単に一

回で済むこともあるが、数回反復せられて尚決定せず、先生の決を仰ぐこともある。先番の人が

退席すると、次番の人が代つて席に就き、次の一節を講じた後、質疑応答するが、木曜日の『左

伝』の輪講には一向興味を惹かなかつた。少年のこととて無理はないと自分を弁護して置く。土

曜日には復文があつた。これは先生が漢文を仮名交りに書き下した一小篇を示し、門人をしてそ

れを漢文に復原せしむる練習である。漢字には同訓にして義を異にする動詞が多いのみか、助辞

の使用が頗る困難故、先生は故意にそれ等を仮名で認め、欄外に示された動詞や助字中適当と認

めたものを使用せしめ、漢文の作成と漢字の使用とを同時に練習せしめられたのである。さうし

て一同の復文が出来上つた頃、先生は原文を示し、門弟をしてその誤を正さしめ、優等者には先

生自筆の半折等を賜はつた。迎曦塾は小さな私塾のこととて儀式張つたことは無かつたが、新年

の授業始には先生御自身朱子の白鹿洞の掲示─父子有レ親、君臣有レ義、夫婦有レ別、長幼有レ

序、朋友有レ信─を講義せられ、終つて赤飯御煮染を賜はつた」92

というものである。この内容から、放課後の幸田は、迎曦塾に向かうと『文章軌範』をテキストと

する素読の訓練を菊池松軒先生のもとで行い、夜には大人達に交じり、月曜日は『論語』、火曜日

は『十八史略』、水曜日は『孟子』、木曜日は『左伝』、金曜日は不明、と定められた輪講93に参加し、

91　渡辺賢治「露伴の迎曦塾時代」大正大学大学院文学研究科編『国文学試論』第19号（2010年）、16頁。
なお、幸田露伴と迎曦塾の関係については、「菊池松軒の塾といひ、湯島の聖堂図書館といひ、そこで
身につけた学問教養は、大体は時代に見すてられたものばかりであった。中でも菊池塾でやつた漢文
は随分、身になつたもので、これがいはゞ露伴の教養の中心といもいへる」〈柳田泉「露伴文学の輪郭」

『柳田泉の文学遺産』第２巻（右文書院、2009年）、128頁〉と評されている。
92　幸田『凡人の半生』集７、41頁。
93　輪講とは「学力の似寄った生徒たちが一室に集まって、たがいに講釈の仕手となり聞き手となって、
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土曜日には仮名交じりの文を原形の漢文にもどす「復文」を修行した、という習慣がうかがえる。

このようなカリキュラム94との関連として、幸田の兄露伴の観察として、一週間のサイクルで「輪

講」が行われ、月曜日に『孟子』、火曜日に『詩経』、水曜日に『大学』、木曜日に『文章軌範』が

扱われていたこと、闘文闘詩が一月に一度か二度あったこと、菊池松軒先生の講義が一週に一二度

あったこと、塾生が『孟子』、『論語』、『蒙求』、『日本外史』などを持参して購読を行っていたこと、

露伴個人は迎曦塾の蔵書『史記』、『漢書』、『八家文』、『孔子家語』、『古文真宝』、『左氏春秋』、『近

思録』を耽読していたこと95、をそれぞれ回顧している点を考慮すれば、修学形態は輪読用テキス

トに若干の違いがあるものの幸田とほぼ同様であり、塾生自身によるテキストの持参が常態的であ

った点、さらには、迎曦塾には蔵書があり、塾生が読める環境が整備されていた点、を幸田の回顧

に補強すべき史実と考えるべきである。

このような迎曦塾における修学内容、とくにそれを主宰する師匠菊池松軒について、幸田は、次

のような回顧も残している。それは、

「自分は大学に入つて歴史を学ぶ頃から現在に至るまで、徳川時代の法令集である『徳川禁令

考』を繙閲すること幾百回なるかを知らない。さうしてその都度本書が自分に『文章軌範』の素

読を授けて下さつた老師の編輯であると思ふと、若し自分がその際数歳の年長で、史学を志して

ゐたら、本書の材料や編輯方法について、教えを受けたであらうにと、益なきことを考える」96

という追慕である。ここで紹介される『徳川禁令考』とは司法卿大木喬任の命により、菊池松軒が

編纂した江戸幕府法制史料集97であり、現在でも日本近世史研究に必携の成果であるが、注目すべ

きは、「本書の材料や編輯方法」についての「教え」を想起しながら記している点である。幸田が

のちに『大阪市史』編纂事業に主任として携わり、その他に多くの史料集を刊行していることは附

録の【略年表】や【研究成果一覧】に顕著なところであるが、それとの関連として、「本書の材料」、

すなわち使用すべき史料、「編輯方法」、すなわち史料の集め方やその整理の仕方を模索することに

なる幸田にとって、菊池松軒の存在は、この『徳川禁令考』の編纂方法への関心に基づきながら長

書物の内容を討議する学習法」〈石川謙『日本学校史の研究』（日本図書センター、1977年）、218頁〉で
ある。

94　菊池松軒を主宰とする迎曦塾の学習様式については、菊池が佐藤一齋の門下であった点を考慮すれ
ば、一齋の『初学課業次第』（天保三年撰）に説かれた、素読→講釈→会読（輪講）→独看…（学習様
式）、経部→史部→子部→集部（詩文集）…（学科内容）、といった学習の進め方〈石川謙『日本学校史
の研究』（日本図書センター、1977年）、211頁〉が迎曦塾にも影響を与えている可能性がある。

95　渡辺賢治「露伴の迎曦塾時代」大正大学大学院文学研究科編『国文学試論』第19号（2010年）、19～
20頁。渡辺研究によれば、露伴は「漢籍を中心に学び、興味に添いつつも松軒のアドバイスを受けて
塾生同士互いに切磋琢磨していた」（同論文、21頁）ようである。

96　幸田『凡人の半生』集７、41〜42頁。
97　茎田佳寿子「徳川禁令考」加藤友康／由井正臣編『日本史文献解題辞典』（吉川弘文館、2000年）、

761～762頁。
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年にわたり意識され続けていたといえる。

このようなエピソードも含めながら、菊池松軒の主宰するところの迎曦塾における幸田の知的受

容を位置づけるならば、基本的には『文章軌範』・『論語』・『十八史略』・『孟子』・『左伝』といった

漢籍の読解トレーニングを通じて漢学の知識を深化させていき、『十八史略』に特徴的なように中

国の歴史書との邂逅があった、と明示できる。その他に、兄露伴と同様の境遇下であった点に鑑み

るならば、同塾の蔵書である『史記』・『漢書』・『八家文』・『孔子家語』・『古文真宝』・『左氏春

秋』・『近思録』とも接していたのかもしれないし、塾生が持参したテキスト例に該当する『蒙求』

や、日本通史を内容とする『日本外史』、さらには同書と同列的に歴史教科書に類された『日本政

記』や『国史略』と日常的に接する機会があったのかもしれない、という推定も成り立つだろう。

こうした一定の位置づけを念頭に置きながら、将来的な研究課題との関連として付言するならば、

のちの幸田の専門領域の一つに相当する史料編纂のお手本に相応しい菊池松軒という人物が小学校

時代に身近にいながらも、史料編纂についての具体的な方法や考え方については知る機会がなかっ

た、という幸田にとっての悔恨的な事実は、“幸田成友の歴史研究法”の分析に着手するに際し、

菊池松軒による『徳川禁令考』の編纂方法との関係性を問う必要性を筆者に提起しているといえ

る。

3−3　東京図書館の蔵書矢野龍渓著『経国美談』・藤田茂吉著『文明東漸史』と幸田成友

以上みてきたように「児童」の幸田が小学校の教室、あるいは学外である自宅や漢学塾の迎曦塾

にて、書物を通じた知、格別には歴史を素材とする知と多岐にわたり邂逅してきたことが明らかと

なったが、それのみにより幸田の学知が形成されたわけではない。それは、「個人の蔵書は種類に

も冊数にも限がある。自分はそれに満足が出来ず、小学の上級生の頃から東京図書館へ出入した。

これは現在上野公園内にある帝国図書館の前身で、御茶の水の旧聖堂（大成殿）を文庫に充て、バ

ラック式の仮閲覧室が設けられてあつた。小学校の東隣に当るから帰路に立寄る便利もあつたが、

それよりも何よりも我等を引附けたは閲覧無料といふ特典であつた」98という回顧に如実であり、

帝国図書館99の前身にあたる「東京図書館」への訪問により幸田の知的欲求はさらに満たされてゆ

く。母校である「附属小学校」に隣接していた、という立地条件や閲覧無料といった利便性の高さ

も訪問理由として挙げているものの、そこが、日常的に入手不可能な書物、幸田の言葉でいう「限」

を超えた知との邂逅が期待される場であったからこその訪問であったといえる。さらに付言すれ

ば、幸田の兄露伴が「自宅近くにあつた漢学者菊池松軒の塾に入つて、熱心に漢文学を学び、更に

昼間は（その塾が夜学だつたので）当時湯島にあつた東京図書館で殆んど手当たり次第に漢文、国

文、江戸文学などの書物を読んだ」100少年であったというのも訪問の契機に影響を与えているのか

もしれない。

98　幸田『凡人の半生』集７、43頁。
99　帝国図書館は戦後、国立図書館と改称され、国立国会図書館の設置により統合される。
100　柳田泉「幸田露伴入門」『柳田泉の文学遺産』第２巻（右文書院、2009年）、109頁。
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では、この「東京図書館」においてどのような知と邂逅したのだろうか、それは、

「然らば何を図書館で読んだかと問はれると、甚だ返答に窮する。正直に言ふと、明治十六七

年頃矢野龍渓氏が古代希臘テーベ市の二英雄エバミノンダス及びペロピダスの偉業を小説風に書

いた『経国美談』上下二冊を貪り読んだのである。長日月の間和装木版の草双紙に慣れた自分

は、洋装活字版で而も石版摺の挿画を挿入した本書に有頂天になつたに相違ない。さうして本書

の次に読んだのが藤田茂吉氏の高野長英渡辺崋山の事蹟を記した『文明東漸史』で、印刷、製本、

挿画の体裁は殆ど前者と同一であつた」101

という回顧からうかがえる。ここで順次に挙げられた二書は、それぞれ、矢野龍渓著『経国美談』、

藤田茂吉著『文明東漸史』である。のちに、明治13年から23年（1880～1890）ごろまでを政治小説

時代と位置づけた大久保利謙により、「政治小説には英雄的人物を主人公とするものが多く、とく

に矢野龍渓の『経国美談』のような西洋偉人伝の流行が重要な誘い水となっている」102と評される

こととなる前者は、英雄たちによる古代ギリシアのテーベにおける民主政治の回復を描いた前篇

〈明治16年（1883）刊行〉と、スパルタ軍との戦闘を経たうえでのギリシア全土統一を内容とする

後篇〈明治17年（1884）刊行〉により構成される政治小説であり、西欧文明の東漸に関する壮大な

史論である内篇と渡辺崋山・高野長英の伝記その他の史料を編纂した外篇103により構成される明

治17年（1884）２月刊行の後者は、「時代論的伝記の代表作」104、あるいは、「『文明論之概略』（1875

年）や『日本開化小史』（1877〜82年）と同じ発想に立ちながら、具体的な歴史上の事件や問題を、

史料を収集・解読した上で描いた最初の書物」105、さらには、「実証的手続を必要とする洋学史上の

問題の考証のためにも、先駆的であったし、また洋学を西欧文明の東漸史と考え・把握する態度の

中にも、西欧近代的なるものと日本との接触をどのように把握し、評価するか、という問題に対す

る姿勢があった」106、とのちに評される史論である。

これら二書に関心を抱いた理由について、幸田は装丁や挿画を挙げているが、両書ともに、史実

を題材にした書物であり、なおかつ、凡例ならびに引用書目を冒頭に明示しているなど、史書とし

ての組成要素を内包させている点は強調しておくべきであろう。両書の内容を見る限り、たしかに

101　幸田『凡人の半生』集７、43～44頁。
102　大久保利謙「明治時代における伝記の発達─日本伝記史の一齣─」『日本近代史学の成立　大久保

利謙歴史著作集７』（吉川弘文館、1988年）、419～421頁。
103　松島栄一「解題」同編『明治文学全集　77　明治史論集（一）』（筑摩書房、1965年）、452頁。
104　大久保利謙「明治時代における伝記の発達─日本伝記史の一齣─」『日本近代史学の成立　大久保

利謙歴史著作集７』（吉川弘文館、1988年）、427頁。
105　三谷博「明治維新の史学史─「社会科学」以前」東京大学大学院総合文化研究科・教養学部ドイツ・

ヨーロッパ研究センター編『ヨーロッパ研究』第９号、181頁。
106　松島栄一「解題」同編『明治文学全集　77　明治史論集（一）』（筑摩書房、1965年）、454頁。
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『経国美談』は英雄の成功譚を物語風に書き下ろした体裁107をとる小説であり、『文明東漸史』は

「モリソンヲ以テ船名ナリト誤想スルヲ見テモ、其迂闊ヲ知ルニ足レリ。モリソンノ渡航果シテ実

事ナランニハ容易ノ事ニアラズ。彼レ苟クモ仁義ヲ口ニシテ漂民ヲ護送シ」108と記すように船名を

人名と誤認しているなど、現代における歴史研究の水準からすれば奇をてらうような側面を内包し

ている、といった齟齬が見受けられるが、幸田が学外の、なおかつ図書館にて初めて邂逅した歴史

的内容の書物であったことは事実である。

さらに特筆として付言するならば、後者の『文明東漸史』にいたっては、「藤田の『文明東漸史』

の先駆的意義は、とくに洋学研究史の上では、なかなか大きなものがある」109と評価され、実証史

学の立場から同書を批判した伊東多三郎の研究から沼田次郎、高橋磌一、佐藤昌介といた碩学を中

心に110、洋学の意義を封建制の補強に求めるのか、あるいは反封建的役割を果たしたのか、といっ

た論争が展開され、それを基軸として日本洋学史研究が発展していった経緯に鑑みると、その端緒

に位置するこの『文明東漸史』との出会いは、換言すれば、小学校の「上級生の頃」に「東京図書

館」にてのちの専門領域を用意する歴史専門書と初めて邂逅し、そのタイトルは『文明東漸史』で

ある、という位置づけを我々にもたらすこととなる111。こうした事蹟的側面との関連として、ある

程度の歴史に対する予備知識や文章表現を理解するための漢文読解の力が既存でなければ、東京図

書館で出会ったこれらの書物を読むことは不可能であっただろうことも補足しておく必要があるだ

ろう112。

以上、とくに、書物に着目しながら幸田と知の関係性を3－1・3−2・3－3と順次に考察してきた

107　『経国美談』について、「大筋は正史に依拠しつつ、矢野の創作力で肉づけして、小説として書下し
たのである。其為、『経国美談』には、『西国立志編』（─筆者注：スマイルズ原著、中村正直訳の人物
史中心の成功談）に見られたやうな原文に密着した生硬さはなく、謂はゞ熟れた文語文となつてゐる」

〈岡本勲「『経国美談』の文章」神戸女学院大学研究所編『神戸女学院大学論集』第22号（1975年）、29頁〉
という評価や、正史の小説化について、「『経国美談』の序か凡例かで、この作は正史を伝へるのが目
的であるから甚しい潤飾を加へないといふ意味のことが述べられてある、甚しいといつても程度問題
であるから、可成り仮作的分子があつても、甚しくないといへばいへるが、私の調べた結果からいへ
ば、相当な潤飾が施してあり、仮作的分子が可成り加はつてゐる」〈柳田泉「龍渓の小説『経国美談』、
そのほか」『柳田泉の文学遺産』第２巻（右文書院、2009年）、10頁〉という指摘がある。

108　藤田茂吉『文明東漸史（内篇）』松島栄一編『明治文学全集　77　明治史論集（一）』（筑摩書房、
1965年）、253頁。

109　松島栄一「解題」同編『明治文学全集　77　明治史論集（一）』（筑摩書房、1965年）、454頁。
110　藤原暹「『文明東漸史』の精神史的構造」岩手大学人文社会科学部アジア（日本学）研究室編『歴史

と文化』〈岩手大学人文社会科学部アジア（日本学）研究室、1981年〉、159頁。
111　『文明東漸史』との出会いが、【附録３　幸田成友の研究成果一覧】の「Ⅳ日欧通交史研究」や「Ⅵそ

の他　─紀伝─」欄に示した成果へどのような影響を及ぼしたのか、という課題がここに設定される。
112　明治期に刊行された『経国美談』や『文明東漸史』、おそらくは幸田が目にしていたものについては、

現在国立国会図書館で閲覧することができる。その他に前者は岩波書店より刊行され、後者は松島栄
一編『明治文学全集　77　明治史論集（一）』（筑摩書房、1965年）に「内篇」が所収されているので、
10～12歳の小学生が読みこなせる内容か否かについては各人の主観的な判断に委ねたい。
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わけであるが、最後に幸田が最初に購入した書物を付言として紹介しておきたい。それは、「書物

を読めば書物を購入所蔵したいといふ欲心を生じる。自分の最初の蔵本は多分桃太郎か猿蟹合戦の

類であつたらうが、それとて自分が好んで買つたか、祖母か母が買つてくれたのか判然言へない。

然し自分は明治十七八年頃三遊亭圓朝口演若林玵藏速記の『怪談牡丹燈籠』を、出版の都度絵双紙

屋へ行つて買取つたことを確に記憶する。日本の書物はすべて文語体であるといふのは間違で、口

語体の書物も若干ある」113と回顧されるように、『怪談牡丹燈籠』である。同書は明治17年（1884）

に速記本として東京稗史出版社より刊行された人情本であり、幸田の記録は同書の書誌情報を正確

に伝えている。なお、この円朝による『怪談牡丹燈籠』の文体はその普及により言文一致体小説に

多大な影響を与え、その文体によって心の動きも細かく描写されるようになった114、と評されてい

るが、歴史学者幸田成友を醸成する要素とみなしうる特徴について触れるとするならば、第一章に

おいて紹介したように、太田臨一郎が幸田から教授された「できるだけ口語に近い言葉で述べよ」

という考えとの呼応を看取しうる。

3−4　大道辻講釈・寄席の講談による“耳学問”と幸田成友

学知とは書物のみを通じて得られるわけではなく、口授を通じた知の受容についても当然考慮し

なければならない。それは本人の意向とは裏腹に相手から強制されるケースであったり、逆に教示

を乞うケースであったり、はたまた、偶然耳に入ってしまうケース、など多様であるが、耳を通じ

て学ぶといった点からすれば、いわば“耳学問”として総称してよいだろう。本節の最後は、学外

における“耳学問”を通じて幸田に蓄積された知について整理してゆきたい。

幸田にとっての“耳学問”の一つは、人々の参集する街角や通りにおける通りすがりの人々を対

象とした講釈、すなわち大道辻講釈の聴講であり、それについて「読物は太閤記、難波戦記、宮本

武蔵、荒木又右衛門、大岡政談、国定忠治の類で、寄席で演ずる所と相違は無いが、前座と真打と

二人で昼から夕方まで喋舌るのだから、喋舌る時間が甚だ長い。従つて話の始終を一貫して聴くこ

とが出来る」115と記している。この回顧から幸田が得た知を導き出すのは、極めて困難であるが、

太閤記などの演目名からすれば、史実の正確度は別として、人物の所作や心情の描写に力点を置い

た歴史系統の話に魅力を感じていたことがわかる。

この偶発的な機会とは別に、重要な意味を持つ“耳学問”の場が幸田にはあった。それは寄席の

空間であり、それについて幸田は次のように述べている。

113　幸田『凡人の半生』集７、44頁。なお、「『牡丹燈籠』はこの点（─筆者注：口語体の意）において
本邦破天荒の出版であるのみか、圓朝の口演の巧妙無比なのと相俟つて非常な評判を生じ、自分は同
人一夕の口演を聞くべく、神田末広町から遠く日本橋区人形町の寄席へ歩を運び、その夜は同区堺町
の長兄方へ一泊した位である」（幸田『凡人の半生』集７、44頁）という回顧もある。

114　延広真治「空想心と滑稽心」同校注『新　日本古典文学大系　明治編６　落語　怪談咄集』（岩波書
店、2006年）、473頁。

115　幸田『凡人の半生』集７、37頁。
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「古今東西を通じ、話術が民衆に与ふる一大娯楽であることは疑を容れない。自分は前掲の通

講釈も落語も好きであるが、何方かとへば講釈の方が一層好きで、小学生中学生の時は上野広小

路の本牧亭へ、大学生の時は本郷加州邸前の岩本亭へ通ひ、桃川如燕、放牛舎桃林、伊藤燕尾、

邑井貞吉、岡吉瓶、小金井蘆洲、伊東凌潮などの名講談に耳を澄ませたものである。彼らの人名、

地名、年月日に関する強記憶、時間の制限による談話の伸縮、錯綜せる事件を平易に且つ条理正

しく説明して行く技術等には、我等の学ぶべきものが多多あると思ふ」116

この回顧は寄席において代表的な落語について語ったものではなく、同時に演じられる講釈師の講

談の魅力を強調したものである。通常、太平記読みより発展した講談の中で武家の世界を描くもの

を「時代物」、町人の世界を描くものを「世話物」というが117、幸田がどのような演目を好んでい

たのかは定かでない。しかし、少なくとも小学生・中学生時代は講談を聴くために「上野広小路の

本牧亭」へ通い、その嗜好性は「大学生の時は本郷加州邸前の岩本亭へ通ひ」というように継続化

されていたことがうかがわれる。

この回顧を額面通りに受けとめながらも、再度、我々が想起しなければならないのは、3−3の末

において触れた「研究が纏ったら口にするなり、筆にするなりして世に伝えるのが学者の務であ

る。その際、できるだけ口語に近い言葉で述べよ。と教えられた」118という幸田の弟子筋にあたる

太田臨一郎の幸田評である。この幸田の主張、とくには「口語に近い言葉で述べよ」という方針の

原点はあくまでも『怪談牡丹燈籠』の文体に求められると考えられるが、それと同様の見解は講釈

師特有の技能である「錯綜せる事件を平易に且つ条理正しく説明して行く技術」とも呼応する。こ

の点に鑑みれば、研究成果を世に公表する場合における学者の態度を学んだ重要な場は公の学校内

でも、学外の迎曦塾や図書館の中でもなく、意外なことに寄席の空間であった、という指摘が可能

である。また、講釈師の他の資質である「人名、地名、年月日に関する強記憶、時間の制限による

談話の伸縮」に憧憬的な念を示しているということは、幸田がのちにそれと同様な素養を求められ

る職業、すなわち、歴史研究や大学の講義を行う学者になる点に鑑みれば、講釈師の技能が幸田の

意識の中にある種の理想として内在化された可能性も指摘しうる。ただし、幸田が寄席に通ってい

た時期が小学生時代を初発としながらも、大学生時代にも継続化されている点からすれば、徐々に

その技能の重要さを認知していった可能性もあり、それについては、さらなる精査が必要である

が、本稿の段階においては、口語体による成果の公表を適切なものとみなす考えの醸成に寄与した

116　幸田『凡人の半生』集７、39頁。なお、幸田がその名を記した桃川如燕は二代目松林伯円と明治25
年（1892）７月９日に永田町の鍋島直大邸（現在の首相官邸）において明治天皇の御前口演を行ってお
り〈延広真治「世話講談と人情咄─「よむ」と「はなす」」延広真治校注『新　日本古典文学大系   明治
編７　講談　人情咄集』（岩波書店、2008年）、511頁〉、如燕が明治天皇に披露したのは『鉢の木』であ
ったとされる（同論文、518頁）。

117　延広真治「世話講談と人情咄─「よむ」と「はなす」」延広真治校注『新　日本古典文学大系　明治
編７　講談　人情咄集』（岩波書店、2008年）、507～508頁

118　太田臨一郎「解説」『日本書誌学大系　７　書誌学の話』（青裳堂、1979年）、320頁。
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ものは、書物であれば、『怪談牡丹燈籠』、“耳学問”を通じた技術修得の場であれば寄席の空間、

さらには、それぞれと接した時期の初発は小学生時代、という位置づけとなる。

おわりに

さいごに、本稿において明らかにしてきた点を簡潔にまとめて終わりとしたい。本来ならば、そ

の整理作業の結果と、筆者が“はじめに”において提起した、三上参次の言説との対峙を考慮しな

がらの日本近代史学史の再構成、といった課題との相関関係について触れるべきであるが、既述の

通り、本稿の役割はあくまでもそのための一里塚に位置している。したがって、小学校時代

（1878.2～1885.7）に限定化される教育環境を考慮しながら、幸田と具体的な知との関係性を時系

列として提示する段階にとどまることとなる。

最初に、日本の近代教育がもたらした環境と幸田、といった関係性についての位置づけである

が、明治５年（1872）以降における「学制」発布、『小学教則』公布、「下等小学教則」ならびに「上

等小学教則」の創定、さらには明治14年（1880）に定められた『小学校教則綱領』の影響下に形成

された近代日本の教育事情に基づきながら創設された「東京師範学校附属小学校」に幸田は身を置

くこととなる。それについて、同校がアメリカを経由したペスタロッチー主義の教育方法を取り入

れた教育機関であり、師範学校の生徒の教授法修得のために附置された「附属小学校」、換言すれ

ば「練習小学校」であった点は、教育の「実験材料」としての自覚のもと、全国の尋常小学校と比

すれば極めて希少な小学生時代を幸田にもたらした、という理解となる。

そのような公教育の機関とそれ以外の空間、自宅、私塾、図書館、寄席、さらには道すがら、な

どを通じた知、格別には歴史的な事象を内包する知の受容は次のような変遷過程として整理される

だろう。まず、幸田と歴史的な知との邂逅は小学校低学年時であり、それは挿画を挿入した平仮名

による簡易な読み物「草双紙」に求められる。『児雷也豪傑譚』などの空想物とともに、島原の乱

を素材とした『白縫譚』ならびに釈迦の生涯を追った『釈迦八相倭文庫』の二書を列挙していると

ころから、脚色された物語としての歴史との接触がここに認められる。それと同時期に、細川潤次

郎著『古今袖鏡』とも接しており、同書が漢字に振り仮名付きの平易な文章による歴代天皇の事蹟

の編年史であったことに鑑みれば、この『古今袖鏡』との出会いこそ、本格的な知識としての歴史

との邂逅であると明記しうる。

このような自宅における読書経験と呼応するかのように、幸田は、「東京師範学校附属小学校」

上級時の教科「読物」の時間において、史話を内在させた漢文体のテキスト『刪修近古史談』や

『古文真宝』と接することとなる。この事蹟は、近代の公教育の場において歴史を意識させるよう

な知と邂逅した初発として理解すべきであろう。また、それと同時期、正確には明治15年（1882）

以降に、菊池松軒の主宰する迎曦塾に通い、『文章軌範』・『論語』・『十八史略』・『孟子』・『左伝』

などを通じながら漢学のトレーニングを受けていることから、これらの漢籍を通じて中国の歴史と

邂逅したのもこの時期であると推定される。なお、幸田は記していないが、直近の時期の蔵書とし

て、『史記』・『漢書』・『八家文』・『孔子家語』・『古文真宝』・『左氏春秋』・『近思録』がこの迎曦塾
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にはあり、『蒙求』や『日本外史』が塾生持参のテキストであったという例に鑑みれば、近世期に

成立した代表的な漢文体の日本通史である頼山陽の『日本外史』や『日本政記』などとも同塾を通

じて接していた可能性が高い。

このように、学生、あるいは塾生の教育指導を主眼として空間とは別に、上級生となった幸田が

次なる知と出会った場所は「東京図書館」であり、そこで接したのが矢野龍渓著『経国美談』・藤

田茂吉著『文明東漸史』である。前者は小説然とした体裁をとるものの、少なくとも両書が凡例な

らびに引用書目を提示している点からすれば、話題を特化した本格的な史書に類される学術的成果

との邂逅は両書に求められ、なおかつ、のちに、藤田茂吉著『文明東漸史』が日本洋学史研究史の

端緒に位置する重要文献となった経緯を考慮すれば、日欧通交史などを専門領域の一つとすること

となる幸田が、後の研究に関わる歴史専門書と邂逅した初発は、小学校「上級生」時における「東

京図書館」であった、と位置づけられる。

上記は、書物に着目しながら歴史的な知との関係性を整序したものであるが、それ以外、いわゆ

る“耳学問”を通じた知の享受についても看過すべきではなく、時期の厳密な特定化に無理がある

ものの、大道辻の講釈を通じて、太閤記などの歴史系統の話を娯楽として受容し、その他に、寄席

への出入りを通じて、講釈師の話す内容というよりかは、人名・地名・年月日についての記憶や、

講話の時間配分、さらには口語体による表現の有効性などの技能への関心が胎動し始めたのは小学

生時代、とみなすことができる。なお、この技能、とくには文章表現についての関わりとして、初

めて購入した書『怪談牡丹燈籠』の文体に対する支持がみられるところから、同書と寄席の空間に

おける“耳学問”が共助しあいながら、研究者としての幸田の育成を促した、という理解が最適で

ある。

このような時系列による整理に鑑みれば、平易な文章による日本史への関心を皮切りに学校や私

塾における漢籍中心の歴史との出会いを経て、最終的には図書館における専門性の高い歴史書へと

到達してゆく、さらにその展開を補強すべく、歴史的な話題を主題とする娯楽が周辺にあった、と

いう経緯が適切な理解であり、迎曦塾のような近世的教育の空間と「東京師範学校附属小学校」の

ような翻訳教科書と近世日本の代表的教科書が混在する日本の近代教育の空間双方は、幸田の知、

とくには歴史に関する知を提供した時代相として把握しうる。とはいえ、日本の近代教育が用意し

た歴史教科書『日本史略』・『万国史略』についての言及が皆無であった点を踏まえれば、幸田にと

っての本格的な歴史が意欲的に摂取された場は主に学外であったといえる。この指摘は、「英語英

文に親しむこと右の如くなるを見て、二三の友人は自分が一高卒業後大学の英文学科に入るものと

信じたらしい。然し自分は最初から歴史を勉強する積であつた。但し何時からとか、また何に影響

せられてその志を抱いたかと問はれると、甚だ返答に窮する。小学時代細川潤次郎先生の『古今袖

鏡』を読んだためか、『日本外史』や『政記』を読んだためか、共立で辰巳小次郎先生、一高で長

沢市蔵先生の西洋歴史の講義を聴いたためか、答へ難い」という“第一章”において紹介した既述

の引用と呼応するものであり、自身の進路選択に関わる理由として、小学生時代における細川潤次

郎著『古今袖鏡』との邂逅やおそらくは迎曦塾で接したであろう頼山陽による『日本外史』や『日
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本政記』との出会いを挙げていることからも裏づけられる。

以上が、三上のいうところの「児童」であった幸田成友の小学生時代における知との関係性であ

るが、この位置づけのみに基づきながら、幸田が「歴史学の新機運」をどのように受けとめ、歴史

学の「進歩」や「発達」の「原動力」へと化していったのか、という日本近代史学史の再構成へと

つながる命題については、現段階では明言を避けるべきである。なぜならば、本稿の成果を端緒と

しながら、それ以後の修学の過程、具体的には、東京府中学校在学時代、共立学校・順天求合社在

学時代、第一高等中学校在学時代、さらには帝国大学文科大学史学科時代、同大学大学院時代それ

ぞれを対象としながら順次に同様の検討を加えなければ、その解答は得られないからである119。

なお、本稿の結句として、

「小学で教科書を学んでも、私塾で漢籍を学んでも、凡そ学習といへば必ず苦労を伴なふ」120

という幸田の言葉を記しておく。本格的な幸田成友研究者の嚆矢である筆者自身がこの「苦労」を

積み重ねた先に歴史学者幸田成友についての体系的な研究が構築され、さらには、それを基礎とし

た帝国大学文科大学29年卒業組についての研究が進展し、最終的には日本近代史学史の再構成とい

う課題が適正なものとして解決化されると確信している。

119　“幸田成友の日欧通交史研究における藤田茂吉著『文明東漸史』の意義”や“幸田成友の歴史研究法
と『徳川禁令考』における菊池松軒の編纂方法”など、小学生時代の幸田とその後の歴史学者としての
幸田の相関関係を問う課題設定はいくらでも可能である。

120　幸田『凡人の半生』集７、42頁。
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【附録１　幸田成友略年表】

和暦 西暦 月日 出来事
明治６年 1873 ３月９日 東京府神田区山本町において出生（父幸田成延・母幸田猷の五男）。※長兄

（成常）、次兄（郡司成忠）、三兄（夭折）、四兄〈成行（露伴）〉、姉（延）、
妹（幸）、弟（修造）。

明治11年 1878 ２月 東京師範学校附属小学校に入学。
明治18年 1885 ７月31日

９月
東京師範学校附属小学校を卒業。
東京府中学校に入学。

明治19年 1886 東京府中学校を退学し、共立学校に英語、順天求合社に数学を学ぶ。
明治21年 1888 ９月 第一高等中学校に入学。
明治26年 1893 ７月

９月
第一高等中学校を卒業。
帝国大学文科大学史学科に入学。

明治29年 1896 ２月
７月10日
７月

翻訳書『十九世紀史』を刊行。
帝国大学文科大学史学科を首席で卒業。
帝国大学文科大学大学院に入学。研究テーマ「大古伝説の比較研究」。

明治33年 1900 ９月 『歴山大王』を刊行。
森半次郎長女勢以（後に清と改める）と結婚。

明治34年 1901 ５月
６月
11月

大阪市史編纂主任に就任。
『熊澤蕃山』を刊行。
「史料の捜査及蒐集」（『東壁』第３号所収）を発表。

明治35年 1902 ６月 長女雪誕生。
明治41年 1908 ２月

９月
次女節誕生。
「徳川時代の大阪市制」（『史学研究講演集』第１号所収）を発表。

明治42年 1909 ３月
４月
７月

大阪市史編纂係解散。
京都帝国大学文科大学講師に嘱託として就任（明治44年（1911）５月迄）。
大阪市史調整事務（『大阪市史』編纂事業）に嘱託として携わる（大正３年

（1914）３月解嘱）。
明治43年 1910 １月

９月
『大鹽平八郎』刊行。
慶應義塾大学教員に就任。予科・文科・普通部を受け持つ。※昭和初頭ま
での呼称は「教員」のみ。

明治44年 1911 ５月
５月
９月

京都帝国大学文科大学講師（嘱託）を辞職
『大阪市史　第五』を刊行。
『大阪市史　第三』を刊行。

明治45年 1912 ５月 『大阪市史　第四上』・『大阪市史　附図』を刊行。
大正２年 1913 ５月

12月
『大阪市史　第四下』を刊行。
『大阪市史　第一』を刊行。

大正３年 1914 ３月
８月

大阪市史調整事務（『大阪市史』編纂事業）を解嘱。
『大阪市史　第二』を刊行。

大正４年 1915 ４月
８月

『大阪市史　索引』を刊行。※同書は太田亮三郎の編集により成立。
長男成一誕生。

大正７年 1918 ６月８日 宮内省臨時帝室編修官に就任（『明治天皇紀』編纂事業）。
大正11年 1922 ５月８日

６月16日
宮内省臨時帝室編修官を辞職（『明治天皇紀』編纂事業）。
東京商科大学予科教授兼同大学助教授に就任。

大正13年 1924 東京商科大学において「日本経済史」の講義開始。担当：講義「日本経済史
（テーマは「江戸と大阪」）」。
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大正14年 1925 ４月３日

４月４日
８月

大阪市域拡張記念大会大阪文化大講演会にて講演（論題「維新前の大阪市
制」）。
同上（論題「日本経済史上の大阪」）。
『大阪文化史』刊行（同年４月３・４日の講演内容を所収）。

昭和３年 1928 ３月
11月
12月

文部省在外研究生としてヨーロッパ留学（オランダのハーグを拠点）に出発。
『日本経済史研究』を刊行。
『読史余録』を刊行。

昭和４年 1929 12月 ヨーロッパ留学より帰朝。
昭和５年 1930 ６月25日

７月29日
東京商科大学教授に就任。
「武家金融に関する研究」により学位授与〈慶應義塾大学（文学博士）〉。
慶應義塾大学における担当：講義「国史」。

昭和６年 1931 ９月 『和蘭夜話』を刊行。
昭和７年 1932 10月 財団法人龍門社より『青淵先生六十年史』編纂主査を依嘱される。
昭和８年 1933 「江戸の市制」（『岩波講座日本歴史』第６巻所収）を発表。

慶應義塾大学における担当：講義「徳川時代史」・特殊講義「貨幣」。
昭和９年 1934 ４月11日

11月
12月

東京商科大学を定年退官（講師となる）。
『江戸と大阪』を刊行。
『和蘭雑話』を刊行。
東京商科大学における担当：講義「貨幣」。
慶應義塾大学における担当：講義「徳川時代史」。

昭和10年 1935 東京商科大学における担当：講義「米」。
慶應義塾大学における担当：講義「徳川時代史」・特殊講義「米」。

昭和11年 1936 東京商科大学における担当：講義「外国貿易」。
慶應義塾大学における担当：講義「徳川時代史」・特殊講義「外国貿易」。

昭和12年 1937 慶應義塾大学における担当：講義「徳川時代史」・特殊講義「外国貿易」。
昭和14年 1939 ３月

５月31日
『番傘・風呂敷・書物』を刊行。
東京商科大学講師を辞職する。

昭和15年 1940 １月
４月

『史話　東と西』を刊行。
慶應義塾大学教授に就任。
慶應義塾大学における担当講義「徳川時代史」・「書誌学」・論講演習「ケン
ペル日本史」。

昭和17年 1942 ６月 『日欧通交史』を刊行。
昭和19年 1944 ３月 慶應義塾大学を退職（名誉教授）。
昭和23年 1948 １月

４月
11月

『史話　南と北』を刊行。
『凡人の半生』を刊行。
慶應義塾大学通信学部テキスト『書誌学１』を刊行。

昭和24年 1949 11月 慶應義塾大学通信学部テキスト『書誌学２』を刊行。
昭和26年 1951 10月 「姉と妹と自分」（『千代田』第７号所収）を発表。
昭和29年 1954 ５月15日 逝去（享年81歳）。

［参考文献］
幸田成友「凡人の半生」『幸田成友著作集』７巻（中央公論社、1972年）。
幸田成友「姉と妹と自分」『幸田成友著作集』７巻（中央公論社、1972年）。
太田臨一郎「幸田成友著作目録」幸田成友『幸田成友著作集』別巻（中央公論社、1974年）。
著者不明「武家社会と江戸・大坂の経済─幸田成友とその史料─」一橋大学附属図書館編『平成14年度一
橋大学附属図書館企画展示パンフレット』（一橋大学、2002年）
※なお、筆者の現物を対象とした悉皆調査により適宜修正を施してある。
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【附録２　幸田成友の研究成果一覧】

Ⅰ：歴史研究法
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1901年 「史料の捜査及蒐集」『東壁』第３号 関西文庫協会

Ⅱ：都市史研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1908年 「徳川時代の大阪市制」『史学研究講演集』第１号 京都帝国大学文科大学 集１
② 1911年 『大阪市史　第五』 大阪市参事会 ５月刊行
③ 1911年 『大阪市史　第三』 大阪市参事会 ９月刊行
④ 1912年 『大阪市史　第四上』 大阪市参事会 ５月刊行
⑤ 1912年 『大阪市史　附図』 大阪市参事会 ５月刊行
⑥ 1913年 『大阪市史　第四下』 大阪市参事会 ５月刊行
⑦ 1913年 『大阪市史　第一』 大阪市参事会 12月刊行
⑧ 1914年 『大阪市史　第二』 大阪市参事会 ８月刊行
⑨ 1915年 『大阪市史　索引』（編集は太田亮三郎） 大阪市参事会 ４月刊行
⑩ 1925年 「維新前の大阪市制」『大阪文化史』 大阪毎日新聞社編
⑪ 1925年 「日本経済史上の大阪」『大阪文化史』 大阪毎日新聞社編 集１
⑫ 1933年 「江戸の市制」『岩波講座日本歴史』第６巻 国史研究会編 集２・奥付無し

Ⅲ：日本経済史研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1928年 『日本経済史研究』 大岡山書店 集１
② 1930年 「武家金融に関する研究」（博士論文） 慶應義塾大学より ７月29日授与
③ 1934年 『江戸と大阪』 冨山房
④ 1942年 『増補　江戸と大阪』 冨山房 集２

Ⅳ：日欧通交史研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1931年 『和蘭夜話』 同文館
② 1934年 『和蘭雑話』 第一書房
③ 1940年 『史話　東と西』 中央公論社
④ 1942年 『日欧通交史』 岩波書店 集３
⑤ 1948年 『史話　南と北』 慶應出版社

Ⅴ：書誌学研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1939年 『番傘・風呂敷・書物』 書物展望社 集７（抄）
② 1948年 『書誌学１』 慶應通信 集６
③ 1949年 『書誌学２』 慶應通信 集６

Ⅵ：その他
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考

──　紀伝　──
① 1900年 『歴山大王』 博文館
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② 1901年 『熊澤蕃山』 博文館
③ 1910年 『大鹽平八郎』 東亜堂
④ 1941年 『聖フランシスコ・ザビエー小伝』 創元社 集３
⑤ 1942年 『改訂大鹽平八郎』 創元社 1910年の改訂
⑥ 1943年 『改訂増補大鹽平八郎』 創元社 1942年の改訂･集５

──　日本古典校訂　──
① 1911年 『冠註古事記読本』 至誠堂 集６（抄）
② 1927年 『古事記』（８月発行・初版） 岩波書店
③ 1927年 『古事記』（11月発行・再版） 岩波書店
④ 1932年 『教科書版　古事記』 岩波書店
⑤ 1937年 『古事記』 岩波書店 1927年の改訂
⑥ 1937年 『教科書版　古事記』 岩波書店
⑦ 1943年 『古事記』 岩波書店

──　外国史料翻刻　──
① 1896年 『十九世紀史』（ロバート・マッケンジー原著） 博文館
② 1948年 『日本大王国志』（フランソア・カロン原著） 東洋堂 集５

① 1928年
──　雑録　──

『讀史餘録』 大岡山書店
──　教科書校訂・編著　──

① 1896年 『中学教程　東洋歴史』 中等学科教授法研究会 幸田校訂・同会著
② 1899年 『外国地理　上巻』 金港堂 喜田貞吉と共編
③ 1899年 『外国地理　下巻』 金港堂 喜田貞吉と共編
④ 1900年 『外国中地理』 金港堂
⑤ 1901年 『東洋歴史』 博文館
⑥ 1901年 『西洋史講義　上』 吉川弘文館
⑦ 1918年 『新定日本歴史図解』（第一・第二学年用） 冨山房
⑧ 1922年 『改訂新訂日本歴史』 冨山房
⑨ 1924年 『新定日本歴史参考書』（第一・第二学年用） 冨山房
⑩ 1927年 『三訂新訂日本歴史』（第五学年用） 冨山房
⑪ 1929年 『四訂新訂日本歴史』 冨山房
⑫ 1932年 『新撰日本歴史』（初級用） 冨山房
⑬ 1932年 『新撰日本歴史』（実業校用） 冨山房
⑭ 1932年 『新撰日本歴史』（上級用） 冨山房
⑮ 1936年 『改訂新撰日本歴史』（初級用） 冨山房
⑯ 1936年 『改訂新撰日本歴史』（実業校用） 冨山房

Ⅶ：回顧録
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1948年 『凡人の半生』 共立書房 集７
② 1951年 「姉と妹と自分」『千代田』第７号 千代田銀行親交会 集７

注）太田臨一郎「幸田成友著作目録」幸田成友『幸田成友集著作』別巻（中央公論社、1974年）、405～454頁に基づき
ながら、筆者の現物調査により作成した。

注）備考欄における“集～”とは『幸田成友著作集』に所収された場合の“巻”の意である。
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【附録３　先行研究─幸田成友の略歴─】

No. 発表年 著者 論題・掲載書／誌（出版社）・巻号
1 1954年 吉田小五郎 「幸田成友先生の訃」『史学』第27巻第４号
2 1954年 吉田小五郎 「幸田成友先生のこと」『芸林間歩』第１巻第１号
3 1954年 橋本増吉 「幸田成友博士の思い出」『社会経済史学』第20巻第３号
4 1962年 河北展生 「日本人教師」慶応義塾編『慶應義塾百年史』別巻（大学編）（非売品）
5 1967年 吉田小五郎 「幸田先生のこと」幸田成友『日本大王国志』（平凡社）
6 1971年 吉田小五郎 「幸田先生のことども」『三田評論』第710号
7 1976年 増田四郎 「幸田成友」永原慶二／鹿野政直編著『日本の歴史家』（日本評論社）
8 1979年 吉田小五郎 「幸田成友」『日本歴史大辞典』第10巻（河出書房）
9 1984年 太田臨一郎 「幸田成友」『国史大辞典』第５巻（吉川弘文館）
10 1988年 海老沢有道 「幸田成友」『日本キリスト教歴史大事典』（教文館）
11 1991年 林基 「三田の国史学と幸田成友」『史学』第60巻第２・３号
12 1991年 河北展生 「幸田成友」『史学』第60巻第２・３号
13 1993年 佐藤能丸 「幸田成友」『日本史大事典』第３巻（平凡社）
14 1996年 紅野敏郎 「幸田成友」『東京人』第100号

15 1997年 西垣晴次 「幸田成友　一八七三～一九五四」今谷明等編『20世紀の歴史家たち（１）日
本編上』（刀水書房）

16 2002年 著者不明 「武家社会と江戸・大坂の経済─幸田成友とその史料─」一橋大学附属図書館
編『平成14年度一橋大学附属図書館企画展示パンフレット』

17 2003年 永原慶二 「大正・昭和期の都市史・文化史」『20世紀日本の歴史学』（吉川弘文館）

18 2003年 高橋菜奈子 「幸田成友の経済史研究とその資料─一橋大学附属図書館所蔵幸田文庫を中
心に─」『経済資料研究』第33号

19 2008年 井奥成彦 「幸田成友」『慶應義塾史事典』（慶應義塾）

20 2014年 宮田純
「幸田成友の国際交流にみられるレシプロシティー─ヨーロッパ留学ならび
にCharles Ralph Boxerとの交流を中心として─」矢嶋道文編『クロス文化叢
書　１　互恵と国際交流』（クロスカルチャー出版）

付記
本稿の作成に際し、慶應義塾大学経済学会・三田メディアセンターBDKE（Bibliographical Database of 
Keio Economists）プロジェクト、科学研究補助金基盤研究（C）「考証学・言語の学、そして近代知性・近
代的学問の「基体」としての漢学の学問方法」研究会（代表：竹村英二）、大和日英基金によるInternational 
Study Session in Cambridge〈Robinson College, Cambridge〉：Confucian and other sources of evidential 
research in East Asia（代表：竹村英二）、日本経済思想史学会における報告機会を提供していただいた。
ここに謝意を呈したい。

� （みやた・じゅん　中央大学経済研究所客員研究員　経博）　


